
<[ 

ISSN 1342-6834 

研究紀要 21

KANAGAWA NO KOUKOGAKU 

Vol.21 

(Bulletin of KANAGAWA Archaeology Foundation) 

CONTENTS 

Project Team for Paleolithic Studies : Aspects of Kou style knife-shaped 
stone tool in Kanagawa Prefecture.................................................................................. 1 

Project Team for J"omon Period Studies: Change of the Jomom Culture 
in Kanagawa Prefecture 0'l11) ：An Example in the first part of Late Period. 
An Aspect of the Horinouchi-Type Pottery Period, Part7 ………………••…………………… •11 

Project Team Yayoi Period Studies : The Corpus of Yayoi pottery-Coffin in 

Kanagawa Prefecture (5) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

Project Team for Kofun Period Studies: Track of Dr. Naotada Akaboshi, 
A Pioneer of Archaeological Research in Kanagawa Prefecture (13): 
A Report of Materials of the Kofun Period in the So-called "Akaboshi 
Note"•······································································....................................................... 39 

Project Team for Nara-Heian Period Studies : Hardware in the Nara and 
Heian Periods in Kanagawa Prefecture : The Corpus of iron manufacturing 
artifacts (6).................................................................................................................... 49 

Project Team for Medieval Age Studies: 

in Kanagawa Prefecture (1) •························································································· 61 

Project Team for Early Modern Age Studies : The Corpus of Structural 

remains of the road in the Early Modern Age (1) •···· •····· •····· •····· •····· •····· •····· •····· •····· •··· 73 

研

究

紀

要

21
か ながわ の 考古学

か
な
が
わ
の
考
古
学

六゚

March, 2016 
2 0 1 6. 3 

KANAGA WA Archaeology Foundation 

公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

公益財団法人かながわ考古学財団
Yokohama, Japan 



研究紀要 21

かながわの考古学

2 0 1 6. 3 



はじめに

この研究紀要は、 1990（平成 2) 年11月に神奈川県立埋蔵文化財

センターによって刊行された『かながわの考古学』第 1集から受け

継がれてきたものです。

その『かながわの考古学』は、 1995（平成 7) 年11月刊行の第 5

号で終刊となりましたが、 1996（平成 8)年 3月には神奈川県立埋

蔵文化財センターと財団法人かながわ考古学財団とによって新たに

研究紀要 1 『かながわの考古学』を刊行しました。二つの機関によ

る刊行は県立埋蔵文化財センターが教育機関として幕を閉じた1999

（平成11)年 3月の研究紀要4まで続き、研究紀要 5からは財団法人

かながわ考古学財団が刊行することになりました。

さらに当財団が財団法人から公益財団法人に移行し、 2012（平成

24)年の研究紀要17からは公益財団法人かながわ考古学財団として

刊行を続けています。

神奈川県の組織改編や当財団の変遷にかかわらず、『かながわの考

古学』は神奈川県内の考古学に関する資料を各時代の研究プロジェ

クトがさまざまな形で提供しております。

今号から中世研究プロジェクト、近世研究プロジェクトは、遣構、

地域という視点でそれぞれ新たなテーマに取り組むことにしました。

資料の集成、呈示とその分析という姿勢を今後も保っていきたい

と考えていますので、皆さまのご高評、ご批判をお待ちしております。
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例戸

1. 本書は、公益財団法人かながわ考古学財団の職員で構成する研究プロジェクトチームが、時代ごとに共
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神奈川県における国府系ナイフ形石器の様相

旧石器時代研究プロジェクトチーム

はじめに

当プロジェクトでは、これまで「石器群の諸問題」、「遺跡間接合」、「遺構」をテーマとして資料集成・検

討を行い、成果を示した。昨年度で2007年から継続していた「遺物分布」のテーマが一区切りとなったため

新たなテーマを設定した。今年度のテーマ設定の契機は、瀬戸内技法を研究されている絹川一徳氏（公益財

団法人大阪市博物館協会）が当財団に出向されたことに起因する。

国府型ナイフ形石器は、「瀬戸内技法」と呼ばれる盤状石核の幅いっぱいに規格的な横長剥片（翼状剥片）

を剥離する技術によって製作されたナイフ形石器である。この瀬戸内技法とナイフ形石器製作が強く結びつ

いた資料を「国府石器群」と呼ぶ。これらとは別に技術・型式的な系統関係を持つ資料群を「国府系石器群」

と呼ぶ。神奈川県内では、国府型ナイフ形石器は出士するものの、瀬戸内技法との結びつきは判っておらず、

資料群としては、「国府系」に属する。よって、表題は「国府型」ではなく「国府系」を用いた。 （脇）

1. かながわにおける国府系ナイフ形石器の発見

国府系ナイフ形石器の東H本への波及については、 1968• 69年に山形県越中山k遺跡（加藤 1975、加藤・

鈴木 1976) と新潟県御淵上遺跡（中村 1971) で国府型ナイフ形石器が発見され、東北地方の日本海側に波

及していたことが明らかとなった。一方、関東地方では、 1970年に発掘調査が行われた東京都野）1|遺跡の第

W4文化層で「Backedbladeのなかには瀬戸内地方の国府型に似て背部加工が厚く、一辺のみ刃潰しを施す

類が特徴的に存在する。」と報告され（小林・小田他 1971)、国府型ナイフ形石器そのものは存在しないも

のの、野川N4文化居の時期が国府型ナイフ形石器の時期に相当すると認識された（白石 1976他）。そして、

1977年には埼玉県殿山遺跡から関東地方で最初の国府系ナイフ形石器が確認され（松井 1980）、その後の調

査で、国府系ナイフ形石器とともにその素材の剥片剥離技術を示す石器群が発見された。

相模野台地では、 1968年の大和市月見野遺跡群の発掘調査以降旧石器時代遺跡の調査が多数行われてきた

が、 1981• 82年に、相模原市橋本遺跡第w文化層・同第V文化層（金山・土井・武藤 1984) と海老名市柏ヶ

谷長ヲサ遺跡第IX文化層（中村・諏訪間・堤他 1983、堤・諏訪間他 1997) から相次いで国府系ナイフ形石

器が発見された。このうち柏ヶ谷長ヲサ遺跡の国府系ナイフ形石器は、 1982年11月に開催された神奈）1|考古

回目のシンポジウムにおいて、 B2屑各文化屑の農冨な石堺群とともにいち早く資料化さ

れ、埼玉県殿山追跡の資料ととも

田 か さ

ロ

ー



旧石器時代研究プロジェクトチーム

2 かながわの「国府系ナイフ形石器」資料

かながわで出士した「国府系ナイフ形石器」と推察されている資料を抽出した。抽出の基準は「石核の底

面が識別される横長剥片を素材とするナイフ形石器」である。

結果、 7遺跡 (11文化層）から当該石器21点を抽出した。遺跡の位置は第 1図に示し、当該石器が出上し

た遺物集中の詳細を第 1表に記した。また各石器について第 2図に示し、計測値等を第 2表に記した。

当該石器の出士傾向として、ブロック内からの出士でも、単独で出士するものが大半である。ただし上士

棚遺跡ではナイフ形石器や関連資料と考えられる石核が複数点出上しているが、それらの分布状況などの詳

細は不明である。 （畠中・三瓶・大塚）

＼〉

台地

| I 丘陵・山地

| I 平野・盆地・低地

| I 湖・沼

゜
[1/600000] 20km 

第 1図 国府系ナイフ形石器出土遺跡

第 1表 国府系ナイフ形石器出土石器集中の遺物分布

報告書 出土
文 各 分布 石器 分布 分布

No. 遺跡名 化 集中 範囲 器種組成 石材組成 備考
掲載番号 層位

層 No. (m) 
点数 密度 状態

第122図 ナ9、スク10、礫5、 黒156、珪7、粘3、硬砂 礫群13

55 橋本 B2U w 173 散漫 F127、Chll、核11 2、玄1、その他4 炭化物集
4-23 • 190 中2

55 橋本
第125図 B2L~ 

V 
ナ、掻・削、礫器、 黒、桂、玄、硬砂、礫 炭化物集

4-12 • 809 L3 核 右LU 中6

ナ7、角1、削1、掻1、黒92、ガ黒安40、硬細 礫群71~

74 
柏ヶ谷 第196図

B2LM IX ， 径8.0 181 3. 60 散漫
RFl、UF6、敲1、磨2、凝45、珪頁2、不明2 76 

長ヲサ 241 F146、Ch3、核10 配石27• 
28 

ナ8、削3、RFl、UFl、黒35、ガ黒安96、ホ14、礫群58~

74 
柏ヶ谷 第212図

B2LM IX 12 
16. 0 

179 1. 40 散漫
敲1、F155、Chl、核9硬細凝33、中凝1 65 

長ヲサ 344 x 8. o 配石24• 
25 

柏ヶ谷 第229図 ナ1、削2、掻l、RFl、黒21、ガ黒安14、ホ2、 礫群101

74 B2LM IX 18 径8.0 75 1. 49 散漫 UFl、磨9、F57、Chl、チl、硬細凝27、珪質岩 配石37~
長ヲサ 437 核2 1、不明9 41 
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神奈川県における国府系ナイフ形石器の様相

報告書 出土
文 各 分布

石器 分布 分布
No. 遺跡名

掲載番号 層位
化 集中 範囲

点数 密度 状態
器種組成 石材組成 備考

層 No. (m) 

柏ヶ谷
17. 0 ナ2、角l、削l、掻2、黒、ガ黒安、硬細凝、 礫群12~

74 
長ヲサ

第253図1 B2LL X 1 X 84 0. 45 散漫 RF2、F64、Ch3、核3 中凝 17 

11. 0 配右10

74 
柏ヶ谷

第287図10 B3LL XII 2 径8.0 30 0. 59 散漫
ナ4、削l、RFl、敲2、黒15、ガ黒安10、硬細 礫群3~6

長ヲサ F17、Ch4、核l 凝5 配石3

ナ3、切11、角2、削3、ガ黒安4、ホ11、黒105、

102 吉岡c区 第161図1 B2 27 
11. 0 

166 1. 78 
掻4、錐2、RF4、UFl、硬細凝16、中凝l、安29

x 8. 5 F45、Ch54、核8、叩1、

磨28

171 原口
第310図2

B2 II 1 
4. ox 

66 6. 30 
やや ナ1、角1、掻l、RFl、 黒43、ガ黒安15、硬細

第312図21 2.6 散漫 核1、F類61 凝8、

275 上上棚 第139図43 B2LU w ナ、削、錐 黒、珪、凝

第142図 角、ナ、掻、削、核、 凝、黒、珪

57~60 III F 

275 上土棚 第145図82 B2LU 
30超

濃密

第146図 w 
87 • 89 

275 上士棚
第153図

B2LM V ナ、磨 黒、安
114 

角4、ナ6、削6、掻l、黒278、砂4121、中凝

F188、Ch86、核3、敲1、112、硬細凝32、ホ20、

B2U~ 
8. 1 磨1、礫349 流20、細凝19、閃11、

340 用田南原 第232図6 VI 1 X 649 19. 07 密集 粗凝9、角閃7、細安6、 礫群1基
B2Ll 

4. 2 チ4、細凝（玄） 2、ガ

黒安3、斑l、安1、細斑

1、不明2

ナ1、スク2、彫1、UF黒26、ガ黒安6、硬細凝

369 大松原東
第141図l

B2M II 38 
切断F4、切断Fl7、 6 断面抜き

両極 F3、F7、Ch!、核1、 取り

両極核l

第 2表 神奈川県内遺跡出土の国府系ナイフ形石器属性一覧

掲載
No. 遺跡名 器種 石材

法量〔 0 ・cm・ g 残存（）〕 報告書
文献名

番号 底角 長さ 幅 厚さ 重量 掲載番号

1 55 橋本w ナイフ形石器 硬質細粒凝灰岩 54 7. 4 2. 3 1. 5 17. 3 
第122図

4-23 • 190 橋本遺跡調査団

第125図 編 1984
2 55 橋本v ナイフ形右器 硝右 55 5. 4 1. 5 1. 1 6. 4 

4-12 • 809 

3 74 柏ヶ谷長ヲサIX ナイフ形石器 硬質細粒凝灰岩 40 5. 3 1. 9 1. 1 6. 7 第196図241

4 74 柏ヶ谷長ヲサIX ナイフ形石器 ガラス質黒色安山岩 51 3. 7 1. 9 1. 1 6. 7 第212図344

5 74 柏ヶ谷長ヲサIX ナイフ形石器 硬質細粒凝灰岩 58 (8. 0) 2. 3 1. 6 23. 4 第229図437
中村・諏訪間・

堤他 1997 

6 74 柏ヶ谷長ヲサx ナイフ形石器 ガラス質黒色安止岩 78 3. 3 2.0 0. 7 5.2 第253図l

7 74 柏ヶ谷長ヲサXII ナイフ形石器 ガラス質黒色安山岩 64 3. 1 1. 6 0. 7 3.5 第287図10

8 171 原口 II ナイフ形石器 硬質細粒凝灰岩 43 6. 1 2. 2 1. 6 14. 1 第310図2

ナイフ形右器 柏峠系黒曜右 第312図21
畠中他 2002， 171 原口 1I 50 3. 6 1.8 1.0 4. 4 

10 102 吉岡c区 B2 ナイフ形石器 中粒凝灰岩 42 4. 6 1. 5 1. 6 4. 7 第161図l 白石他 1996

11 275 上士棚W ナイフ形石器 硬質細粒凝灰岩 56 (4. 3) 1.8 0. 8 第139図43

12 275 上士棚III•W ナイフ形石器 硬質細粒凝灰岩 47 4. 2 1. 6 0. 6 第142図57

13 275 上上棚m w ナイフ形石器 硬質細粋凝灰岩 56 3 6 l. 2 0 7 第142図58

14 275 上七棚III・N ナイフ形仁齢 硬質細粒凝灰岩 46 4. 0 l. 6 1.0 第142凶59

15 275 1土棚III ナイフ形石器 安1廿料 70 (3. 6) L 0. 8 第142図60
綾瀬市編

l996 

16 :75 上 1．棚llI.I¥「 ナイフ形石器 珪岩 44 2. 4 0. 6 第145図82

17 '75 1：土棚ill・ ナイフ形十恭 硬質細粒凝灰岩 31 (2, 9) L4 0. 5 第146図87

18 275 上上棚m.w ナイフ形石器 硬質細粒凝灰岩 46 (3. 3) 7 0. 8 第］46図89

l9 275 上十棚頂• IV ナイ形石硲 黒曜仁 27 2. 1 l. l 0. 3 第l53凶114

20 310 用田南原VI ナイフ形石器 柏峠系黒曜石 60 4々6 l, 4 0. 8 3, 1 第232図6 栗原他 2001 

21 369 大松）)i（東rr ナイフ形石器 ガラス質黒色安山岩 40 8 1み 第111区］
洵老名市編

1998 

※本表は井関2009の第1• 2表を改変し、新たな資料を追加したe なお表中では石核底由と上要剥離由で構成される刃部角を「底角」と省略。

※1の仁材名は、報文中黒曜石であるが、本表作成時に相模原市教育委員会へ確認し硬質細粒凝灰店に変丈して記載してし
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第 2図 神奈川県内の国府系ナイフ形石器 [1/2]（報告書掲載図を一部改変）
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神奈川県における国府系ナイフ形石器の様相

3. かながわの国府系ナイフ形石器の形態と型式

国府系ナイフ形石器は形態を型式に、型式を系統に優先しないで論じることとする。というのは国府系ナ

イフ形石器については、系統観が前提であり、形態の認識自体が研究史的にあるいは研究者間で定まってい

るとは考え難い等の理由からである。従ってここではかながわの国府系ナイフ形石器から国府型ナイフ形石

器、国府型ナイフ形石器からその形態という脈絡で論ずることとする。

日本列島における旧石器時代のナイフ形石器文化の示準石器とされるナイフ形石器は素材用剥片の鋭い縁

辺を一部に残し、それ以外の器体に一連の刃潰しによる二次加工を施した石器で、縦長剥片の基部（打面部）

側を加丁する杉久保系、縦長剥片の両側縁を加丁する茂呂系、横長剥片の基部側を加了する国府系等、石器

作りの方法に技術系統の差があり、このうちの国府系ナイフ形石器は日本列島外には出現地を求めにくいこ

とから、その出現経緯には日本列島独自の個性をもつ旧石器時代文化形成の一つの要因があると指摘されて

いる。

国府系ナイフ形石器は、姶良Tn (AT)火山灰降灰以降の西日本における近畿（西部）・瀬戸内（中央部）

地方を主要な分布域（特に瀬戸内海東部地域の分布が濃密）とするが、大阪府藤井寺市国府遺跡を示準遺跡

として型式設定された国府型ナイフ形石器は「瀬戸内技法」と呼ばれる一連の盤状（剥片）石核（第一丁程）

～翼状（横長）剥片（第二工程）を経過し、その後仕上げられる（第三工程）。主要な分布域の瀬戸内技法

で作られた国府型ナイフ形石器を示準とする石器群は国府石器群とされ、主要な分布域以外の瀬戸内技法の

バリエーションかそれ以外の技法で作られた国府系ナイフ形石器を示準とする石器群は「国府系石器群」と

一般的には区別される傾向にある。

かながわは国府系ナイフ形石器における主要な分布域の外に位置することによりそこで見出される瀬戸内

技法で作られるかもしくはそうであったと推定される国府型ナイフ形石器も国府系ナイフ形石器と呼称され

ることが型式的な意味においては妥当であると言えよう。しかしこの妥当性はサヌカイト製の国府系ナイフ

形石器がかながわでは未発見という事情にもよろう。現時点でも近畿・瀬戸内地方を中心とした場合、そこ

から島状に外れる南関東地方に位置するかながわの国府系ナイフ形石器は石器作りにおいて、直接的ではな

＜派生的な技術的影響を受けた可能性を抜きに型式性は論じられない。このことが日本列島全体の数量比較

におけるかながわのあり方の一端を指摘できよう。また、かながわの国府系ナイフ形石器は南関東だけに限っ

た数量比較においても型式的に中心的な存在ではないこともすでに知られている。今 H、かながわの国府系

ナイフ形石器は相模野rn期（段階V) を中心に編年的な存在が確認されている。

以上、かながわの国府系ナイフ形石器における系統性と型式性についてその概念を論じた。以下はその形

態性について論じる。国府系ナイフ形石器の形態を一言で説明すると石核の底面が識別される横長剥片を素

レJ ii 2011) のナイ
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4. かながわからみた瀬戸内技法の起源について

「瀬戸内技法における「盤状剥片」が翼状剥片剥離工程内において、最も重要な位置にある」（砂田 1986

23頁）とし、南関東における盤状剥片石核の抽出とその系譜を論じたことがある。その時点での相模野にお

けるX層～＂層段階では BB3層主体の橋本遺跡出上資料に限られた（砂田前掲書）。今回、その後報告さ

れた相模野と周辺地域の事例を垣間見るとともに、現状と展望を試みたい。

瀬戸内技法生起の地とされる近畿・中四国における国府石器群は「南関東のIX層上部～暉層期に相当する」

時期がその萌芽であり、「瀬戸内技法の原形となる横長剥片を素材とした一側縁加工の小型のナイフ形石器」

の出現（三好 201496頁）にとどまる。「「サヌカイト」・「有底横長剥片」・「一側縁加工ナイフ形石器」」と

いう瀬戸内技法「「骨太の原則」」（絹川 201170頁）の三拍子が揃うのは、その後V層段階を待っこととなる。

かつて、南関東X層からの盤状剥片石核を抽出したが（砂田前掲書）、「石器群の主体的な技術基盤となるこ

とや特定の石器の製作と結びつくことはなかった」（麻柄 2011 6頁）と論評されている。

その後蓄積されたX層段階の資料に目を向けると、熊本県石の本遺跡群出土の安山岩製台形様石器・ニ次

加工剥片・盤状剥片素材の石核（池田 1999 26 • 49 • 107頁）、同県沈目遺跡出士の輝緑凝灰岩製の鋸歯状

の削器・挟入石器（木崎 2002 23 • 26 • 29頁）にその痕跡を観ることができる。下総では、千葉県草刈遺

跡C地区第 1文化層「X層下部とXI層の境界」（島立編 2004 11頁）から径 3mの範囲から28点の小形の寸

詰まりあるいは横長剥片が出士している。中でも使用痕を有する剥片とされた珪質頁岩製の横長剥片は有底

横長剥片に共通する。また、可層～1X層上部の第 4文化層C17-Aブロック出士流紋岩製の母岩⑭個体4は

大形盤状剥片裏面を剥片剥離作業面として横長寸詰まり剥片を剥離している（島立編前掲書157頁）。同県墨

古沢南 I遣跡第 1文化層IXC層上部第10ブロック出士のガラス質黒色安山岩製の二次加工のある剥片（新田

2005 81頁）、 IXC層上部～IXa層下部第22ブロック出士のガラス質黒色安山岩製の石核（同124頁）、 IXa層

下部第40ブロック出上のガラス質黒色安山岩製の石核（同211頁）、 IXa層下部第41ブロック出上のガラス質

黒色安山岩製の楔形石器、さらに有底横長剥片素材の台形様石器（同214頁）などは瀬戸内技法による国府

型ナイフ形石器を初彿とさせる。武蔵野では東京都野水遺跡第 1地点暉層下部の第 3文化層出士の黒曜石製

有底横長剥片素材の加工痕を有する剥片•石核（調布市遺跡調査会編2006 84 • 88頁）が出上している。

相模野では神奈川県吉岡遺跡群A区BB4層上部のガラス質黒色安山岩製の有底横長剥片を素材とするナイ

フ形石器（砂田 199655頁）、 B区BB4層上部のガラス質黒色安山岩製の残核（同105頁）、相模）l|以西では同

県津久井城跡謁込地区BB4層第6文化層の見岩HFT03、HFT04、HFT07-3• 327、HFT3914、SSh02-2• 3 

の接合資料（畠中編 2010414-415頁図版150--155• 169・193• 212)に剥片素材の石核から横長剥片を剥離している。

HFT04の剥片打面直下の状態から母岩の硬さと同程度、硬い、柔らかい、ハンマー素材の違いを類推させる。

見による列島内X層段階周辺以降の横長刹片剥離工程内に、

レJ り、 ら 廿と
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5. 瀬戸内技法からみたかながわの国府系ナイフ形石器

(1) 国府型ナイフ形石器と瀬戸内技法

国府型ナイフ形石器は翼状剥片を素材とする柳菜形を星した中・大形のナイフ形石器である。翼状刺片の

打面側を腹面側から整形剥離を行い、一側縁加工に仕上げたものが典型的であるが、刃縁側の基部にも整形

剥離を施した二側縁加工のものも認められる。この石器の特徴は、素材である翼状剥片が瀬戸内技法によっ

て生産されることである。瀬戸内技法とは、「翼状剥片石核の素材となる大形剥片の獲得（第 1 工程）には

じまり、それらを石核に転じて規格的な翼状剥片を量産し（第 2 工程）、最後に翼状剥片に整形剥離を施し

て国府型ナイフ形石器に仕上げる（第 3 丁程）一連の工程」（松藤 2007) がシステマティックに行われたも

ので、ナイフ形石器の集中的な製作が行われた。盤状剥片を素材とした石核からその幅一杯に剥離して平坦

な石核底面を取り込み、山形の打面縁の頂部を打点として直線的に後退させることで賀状剥片が規格的・連

続的に剥離される。これにより小形ではない中・大形の国府型ナイフ形石器が「量産」されるのである。

一方、「量単」という前提がないなら、翼状剥片と同形の有底横長剥片は瀬戸内技法以外の横剥ぎ技術で

も生産が可能である。実際、近畿・瀬戸内地方において、瀬戸内技法以外の横剥ぎ技術によって製作された

国府型と同一あるいは類似のナイフ形石器は普遍的に存在する。こうした事情が、サヌカイト石器文化圏で

ある近畿・瀬戸内地方以外の地域で出上した国府型ナイフ形石器の認定とそれを伴う石器群に対する評価を

複雑にしてきた。

「国府石器群」（松藤 1985) は、瀬戸内技法を技術基盤とし、国府型ナイフ形石器、翼状剥片、翼状剥片

石核などの各工程を示す石器遺物で組成される。古日本列島における瀬戸内技法の分布は近畿・瀬戸内地方

を越えて、東日本では岐阜県日野遺跡、新潟県御淵上遺跡、群馬県上白井西伊熊遺跡、山形県越中山遺跡k

地点など広範な地域に及ぶ。これらの遺跡では国府型ナイフ形石器と瀬戸内技法の各主程資料が主体的で国

府石器群の要件を十分に満たすものである。

ただし、現在のところ東日本で瀬戸内技法の直接的な波及を示す石器群は、北陸から東北地方の日本海沿

岸地域と北関東に限られている。南関東では、立川ロームV層上部～W層下部の段階において横刺ぎ技術と

ともに角錐状石器や国府型あるいはそれに類似する有底横長剥片素材のナイフ形石器が認められるものの、

瀬戸内技法そのもの存在はきわめて希薄である。

(2)近畿・瀬戸内地方の横剥ぎ石器群と瀬戸内技法の成立

近畿地方では、兵庫県板井寺ケ谷遺跡下位文化層（山口編 1991) や七日市遺跡第w文化層（山本編

2004) のサヌカイト製石器群の存在から、 AT降灰以前に横剥ぎのナイフ形石器が出現したことは明らかで

あ 、- られなし ヌカイト」 とい‘一
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1991) によって、遺跡間における石器組成の均衡が図られた。

近畿・瀬戸内地方において、 AT降灰以降で瀬戸内技法の出現後に認められる横剥ぎ石器群には次の三つ

のグループがある。①国府型ナイフ形石器と瀬戸内技法が主体の石器群、②国府型とともに多様な形態のナ

イフ形石器が有底横長剥片、縦長・短形剥片などの技術複合によって製作される石器群、③有底横長剥片を

素材とする小形ナイフ形石器が横剥ぎを主体とする技術複合によって製作される石器群である。①は前述の

「国府石器群」、③については大阪府長原遺跡89-37次（趙編 1996)や八尾南第 6地点（山田編 1993) など

の事例があり、瀬戸内技法の出現以前でAT降灰層準の石器群とみなす見解がある（森先 2010)。②の石器

群は、横剥ぎ技術による有底横長剥片や石刃•石刃状剥片、短形剥片を素材とした一側縁・ニ側縁・切出形

などの多様な形態のナイフ形石器が国府型ナイフ形石器に共伴する。事例として長原遺跡97-12 次の出土

資料が知られる（絹川編 2000)。国府型ナイフ形石器は瀬戸内技法により製作されたものが含まれるが、そ

れ以外の手法でも大形の国府型ナイフ形石器が製作されている（絹川編前掲 図129~131)。素材となった

有底横長剥片（翼状剥片）は横剥ぎ石核の初期剥離の段階で得られたもので、その後に石核は横剥ぎから石

刃剥離に転換しており、残核は石刃核である。こうした有底横長剥片と石刃、さらに短形剥片の剥離が混在

した接合資料が複数認められる（絹川編前掲 図122• 123)。つまり、瀬戸内技法による連続的な集中製作

によらず、見合った石材が確保され、石核の大きさなどの条件が満たされた機会で単発的な翼状剥片剥離に

よって大形の国府型ナイフ形石器が製作されているのである。こうした国府型類似のナイフ形石器が瀬戸内

技法以外の横剥ぎ技術によって製作された②のような石器群は、使用石材や技術要素の組み合わせに違いが

あるものの、岡山県恩原遺跡 s文化層（稲田編 1996• 2009) や島根県原田遺跡第 5層石器群（伊藤編

2008) など中国山地や四国地方を含む西日本の広い範囲で認められる。これらの地域では瀬戸内技法が伴わ

ない場合が多いが、近畿・瀬戸内地方では②の石器群の大半で瀬戸内技法が伴う。

AT降灰以前に成立した横剥ぎナイフ形石器の「骨太の原則」は、後期旧石器時代後半期へ至る段階にお

いて②の石器群のように多様な形態のナイフ形石器と横剥ぎを中心とした技術複合の中から中・大形の横剥

ぎナイフ形石器を生産するようになり、さらに中・大形のナイフ形石器が独立的かつ集中製作される過程で

異所展開による①の瀬戸内技法を主体とする石器群を亜行させた。その後、③のように有底横長剥片素材の

小形ナイフ形石器を生産する横剥ぎ技術主体の石器群へ収敏させていく過程をたどったものと思われる。

(3) かながわにおける国府系ナイフ形石器

以上のような観点から、既往の調査において神奈川県下から出士した有底横長剥片素材のナイフ形石器に

ついて概観しておきたい。
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長剥片を素材とし鋸歯状の整形加工を施したナイフ形石器が複数認められ、同じ石材の剥片素材の横剥ぎ石

核も出士している。 J:::土棚遺跡第w文化層でも硬質細粒凝灰岩製の国府型と有底横長素材のナイフ形石器が

認められ、やはり剥片素材の横剥ぎ石核が出士している。いずれも瀬戸内技法のような明確な有底横長剥片

の剥離技術の存在は指摘できないものの、これらのナイフ形石器は石核の形状や消耗の度合いより単発的な

翼状剥片剥離を介在させるような手法で製作された可能性がある。石核消費により可変的な横剥ぎ技術が効

率的に用いられることで、有底横長剥片を含めた多様な横剥ぎ石器群の素材が供給されたものとみられる。

（絹）II) 

6. おわりに

今回は、本プロジェクトに近畿地方で瀬戸内技法研究を行っている絹）1|一徳氏を迎え、「神奈川県におけ

る国府系ナイフ形石器の様相」と題して、本県内出士の国府系ナイフ形石器に焦点を当てた報告を行った。

国府石器群は、瀬戸内技法との強い関連性の上に成立し、近畿・瀬戸内地方を中心に展開されていること

は周知の事実である。現在のところ、これ以外の地域への広がりは、北陸から東北地方の日本海沿岸地域と

北関東に限られる。とりわけ、群馬県J:::白井西伊熊遺跡では、黒色安山岩などを用いた瀬戸内技法関連資料

が多数出士しており、上記前提の強い結びつきが認められる。しかし、これらの素要は、砂田が指摘するよ

うに、既にA T降灰以前から各地で萌芽がみられる。その上で近畿・瀬戸内地方では「骨太の原則」が成立

し、後期1日石器時代後半期に国府型ナイフ形石器が登場してくると絹）1|は指摘する。同時に国府石器群の成

立は石材原産地と結びつくが、これに併行する存在として石材原産地以外の地域における非瀬戸内技法の横

剥ぎ技術による国府型ナイフ形石器および国府系ナイフ形石器がある。今回はその共伴資料の技術基盤を整

理し、本県出土資料が後者の複数の技術基盤をもった石器群と関連して位置付けられる可能性を示唆した。

現在、本県内の「国府系ナイフ形石器」の出土例は 7遺跡に留まるが、その存在は明らかである。今後も、

時には今回の様に他地域の研究者の方の視点を踏まえ、本石器群の様相を探っていく必要があろう。

（栗原）
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神奈川県における縄文時代文化の変遷VIII

ー後期前菓期 堀之内式土器文化期の様相 その 7-

縄文時代研究プロジェクトチーム

1. はじめに

縄文時代研究プロジェクトチームでは、平成21年度より後期前葉期堀之内式士器文化期の様相についての

研究を行っており、今年度で 7年次目を迎える。これまでに、報告書を中心とした文献収集、基礎的なデー

ターベース作成、研究略史、主要遺跡地名表・参考文献の作成、編年案構築に向けた一括出上事例（層位的

出士事例を含む）の検討、堀之内 1式士器・堀之内 2式士器の編年案作成、住居址検出遺跡を中心とした主

要遺跡の分布図作成、堀之内 1式士器編年案・堀之内 2式士器編年案にもとづいた住居址のデーターシート

作成、時期毎に主要な住居址形態を抽出した集成医作成等の研究活動を行ってきた。

今年度は、昨年度に作成した該期住居址のデーターシートから各段階の住居址数（遺跡の分布状況）、平

面形態・張出部形態、平面規模、主柱穴配置・壁下構造・建替・拡張、炉址、埋甕、敷石•その他付帯施設

等の諸要素を抽出し検討を行うこととした。なお、今回検討を行うにあたり対象とした各住居の帰属時期に

ついて再度報告贄を確認し時期変更した住居址もあった。時期区分は、堀之内 1式期（称名寺～堀之内、堀

之内 1式最終などを含む）、堀之内 2式期（堀之内 1式～堀之内 2式、堀之内式最終末～加曽利Bl式を含

む）、後期前莱（後期、不明等含む）とした。また、住居軒数や建替・拡張その他諸要素ついては、各報告

書の記載内容に従って住居址のデーターシートから抽出した。 （岡）

2. 遺跡の分布状況 （第 1図、第 1表）

ここでは神奈川県内における後期前葉の主要な集落遺跡の分布を概観する。

第 1図は、『研究紀要15• 19』に掲載した「主要遺跡地名表」、「主要遺跡地名表（補遺）」をもとに、該期

の主だった集落址を地形図にプロットしたものである。掲載した該期の176遺跡のうち竪穴住居址が発掘調

査された遺跡は68遺跡である。市町村別に見ると、横浜市に所在する遺跡が23遺跡と卓越し、全体の 1/3を

占める。以下、相模原市所在が 8遺跡、清川村所在が 6遺跡、伊勢原市所在が 5遺跡とつづく。県内では、

これらの遺跡から337軒の竪穴住居址が調杏されている。

と

かかる

よう。

も

。中

り、
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この地域の中心的集落として注目される。また、宮ヶ瀬ダム関連で調査された清川村に所在するナラサス遺

跡や馬場遺跡などからも発見されており、丹沢山塊を取り巻く丘陵上にも遺跡が分布する。

平塚市・秦野市・伊勢原市を中心とする金目）l|水系周辺域では、 11遺跡で47軒が見つかっており、秦野市

曾屋吹上遺跡、太岳院遺跡、伊勢原市子易・大坪遺跡などで、配石遺構を伴う集落が発見され注目される。

また、伊勢原台地とその北縁に展開する上粕屋扇状地では、近年の大規模道路建設に伴い、新たな発見が続

いており、今後その成果が注目される。

酒匂）1|水系周辺域は、これまでの調査例は少ないが、周辺の森戸川流域の小田原市曽我谷津岩本遺跡など

で敷石住居址から構成される遺跡が見つかり注目される。今後、早川流域の御組長屋遺跡などとともに、箱

根山地東縁に展開する丘陵を中心とする一帯が、県西部における中核地の 1つになる可能性も十分あろう。

上述のごとく、該期の集落遺跡の分布状況は、これまでは多摩）II．鶴見）1|水系流域を中心とした県北東部

における集中的な分布が看取されてきたが、今後は、相模川水系や金目川水系を中心とした丹沢山塊東縁か

ら南縁部における山地から丘陵、台地に見られる特色のある遺跡の分布にも注視していくことが必要であろ

゜
スっ （村松）

第 1表 神奈川県内の後期前策の住居址の動向（％は水系別の推移） （単位：軒）

多摩川・鶴見川水系 相模川水系 金目川水系 酒匂川水系 その他 合計

堀之内 1式 109 46 18 2 ， 184 

堀之内 2式 68 12 ， 1 8 98 

後期前葉 24 4 22 

゜
5 55 

合計 201 (60%) 62 (18%) 49 (14. 5%) 3 (1%) 22 (6. 5%) 337 (100%) 

3. 平面形態・張出部形態（第 2 • 3図、第 2 • 3表）

ここでは、堀之内式期の住居址337車干における主体部平面形態および張出部形態の形態分類（類型化）と

その時期的・地域的分布について分析する。まず主体部平面形態について見てみると、円形・楕円形（円形

基調、 A類型） 145軒、方形・隅丸方形（方形基調、 B類型） 16軒、柄鏡形 (C類型） 129基、不明・その他

47基となり、円形基調および柄鏡形住居が主体を占めることが分かる。ただし、円形基調および方形基調の

住居址は、報告贄に掲載された実際の平面図を見てみると、柄鏡形住居が含まれている場合も少なくないた

してし＼，^， o と

おけ • I くな し‘
゜
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柄鏡形住居129軒のうち、不明・その他を除いて類型化できたものは87車干であった。 C-1類（主体部円形

＋張出部方形・半円形） 35軒、 C-2類（主体部円形＋張出部ハの字） 15軒、 C-3類（主体部円形＋張出部

180度） 11軒、 C-4類（主体部方形＋張出部方形・半円形） 4軒、 C-5類（主体部方形＋張出部ハの字）

6軒、 C-6類（主体部方形＋張出部180度） 16軒となる。堀之内式期の竪穴住居址は、柄鏡形住居を含め基

本的には円形基調が主体であり、方形基調は少数派である。張出部形態のみで見ると、堀之内式期以前から

の伝統を引く方形・半円形基調のものが最も多く、次いで180度に開く形態が多い。

次に時期的分布についてまとめると（第 2表参照）、円形・楕円形（円形基調）の住居址は145軒のうち堀

之内 1式期85軒、堀之内 2式期31軒、不明（堀之内 1式～ 2式等） 29軒となり、方形・隅丸方形（方形基調）

の住居址は16軒のうち、堀之内 1式期 9軒、堀之内 2式期 4軒、不明 3軒となる。柄鏡形住居で見てもc-

1類では36軒のうち堀之内 1式期25軒、堀之内 2式期 8軒、不明 3軒、 C-2類では15軒のうち堀之内 l式

期12軒、堀之内 2式期 2軒、不明 1軒、 C-3類では11軒のうち堀之内 1式期 8軒、堀之内 2式期1軒、不明

2軒、 C-4類は 4軒すべてが堀之内 1式期、 C-5類は 6軒のうち堀之内 1式期 3軒、堀之内 2式期 3軒、

C-6類では16軒のうち堀之内 1式期 5軒、堀之内 2式期 9軒、不明 2軒となり、基本的には堀之内 1式期

が主体である。ただし、 C-6類では絶対数が少ないが、堀之内 2式期が最も多く、柄鏡形住居全体で見ても、

主体部方形基調の36軒のうち、堀之内 1式期は12軒、堀之内 2式期12軒と拮抗するようになる。また、張出

部形態でも180度に開く形態になるにつれて堀之内 2式期の住居が増えていくように見える。判然とはしな

いが、柄鏡形住居の主体部は円形基調から方形基調へ、張出部は方形・半円形から180度に開く形態へと漸

移的に変遷していることが窺える。

さらに地域的分布についてまとめると（第 3表参照）、多摩川・鶴見川水系が他を圧倒しているが、 C-1

類型およびC-4類型では相模川水系が最も多く、これは張出部形態（方形・半円形基調）の地域性を反映

していると考えられる。同様に、 C-3類型およびC-6類型は多摩川・鶴見川水系（特に横浜市域）で占め

られており、張出部形態 (180度に開く形態）によって地域性が窺える結果となった。 （野坂）

第 2表 住居類型の時期的分布

時期別 A類型 B類型
C-1 C-2 C-3 C-4 C-5 C-6 不明・

合計
類型 類型 類型 類型 類型 類型 その他

堀之内 1式 85 ， 25 12 8 4 3 5 33 184 

堀之内 2式 31 4 8 2 1 

゜
3 ， 40 98 

後期前葉 29 3 3 1 2 

゜ ゜
2 15 55 

合計 145 16 36 15 11 4 6 16 88 337 

3表仕居類型の地城的分布

地域別 A類型 B類型
C 1 C C 3 4 C C 6 不明・

合計
類型 類型 類型 類型 類型 類型 その他

多摩川・
99 8 10 ， 11 1 4 13 46 201 

見川水系

相模川水系 1 2 

゜
3 1 3 22 62 

目川水系 22 5 5 2 

゜ ゜
1 

゜
14 49 

酒匂川水系

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜その他 10 1 

゜ ゜ ゜ ゜
6 22 

合計 16 36 15 11 4 6 16 88 
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堀之内式期の住居址（平而形態 張出部形態類型②、 S=1/150) 
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4. 住居址規模（第4表）

過年度に実施した集成作業において176の該期遺跡を抽出したが、うち68遺跡において竪穴住居址、柄鏡

形住居址が発見されており、その総数は337軒を数える。今年度は、これら337軒の住居址を対象として、帰

属時期、平面形態、規模、柱穴、炉址、付帯施設等の属性についてデータベースを作成しているが、ここで

は、住居址規模についての集計結果を提示し、主に主体部規模について分析を加えてみる。

「住居規模」の集計作業にあたっては、主体部から張出部までが遺存し、少なくとも主体部主軸側、副軸

側の双方で最大値の計測が可能なものを対象としたが、該期の住居址は柱穴のみが検出されている事例が少

なからず存在し、また、遺跡立地面の志向性によるものか、特に柄鏡形住居址において張出部の痕跡が不明

瞭なものも多く、上記条件を満たす住居址は、竪穴住居址 1軒、柄鏡形住居址10軒と、該期住居址全体の約

3. 3％に過ぎない。大多数の住居址が集計対象から外れてしまう結果となってしまったため、別の切り口で

の数値集計を検討した結果、竪穴状をなす掘方の有無にかかわらず規模データの集計が可能であることから、

主に「主体部柱穴外縁長（主軸長）」（以下外縁長）、「主体部柱穴外縁幅（副軸長）」（以下外縁幅）、「張出部

柱穴外縁長」、「張出部柱穴外縁幅」という 4つの項目を用いて分析を行うこととした。集計の対象となる住

居址は、全体の約26.4％にあたる89軒（堀之内 1式期： 54軒・堀之内 2式期： 35軒）である。

主体部に配された柱穴の外縁長、外縁幅が計測可能であった住居址は87車干存在する。外縁長は2.4m~8.6

mの間に遍在し、 5m台が25軒と最も多く、次いで4m台が22軒、 6m台が11軒、 3m台が10軒、 7m台が

8軒、 8m台が 6軒、 2m台が 5軒となっている。外縁副は2.8~9. 5mの間に遍在し、 5m台が24車干と最も

多く、次いで 6m台が20軒、 4m台 •7m台が各13車干、 8m台が 7 軒、 3m台が 6 軒、 2m台が 3 軒、 9m台

が1軒となっている。外縁長、外縁幅の平均値から算出される長幅比は約 1: 1. 12で、主軸長を副軸長が凌駕

するという明確な傾向が捉えられる。以下、時期別、平面形態別（竪穴住居址・柄鏡形住居址）にみてみる。

①竪穴住居址 集計作業の対象となる堀之内 1式期の竪穴住居址は13軒存在する。外縁長は4.0m~8.6m、

外縁幅は4.3m~9. 5mの間に遍在し、外縁長のピークは 8m台 (5軒）、外縁幅のヒ°ークも 8m台 (4軒）

となっている。外縁長、外縁幅の平均値から算出される長幅比は約 1: 1. 01で、一見、円形あるいは方形基

調のものが主体を占めるようにもみえるが、実際は主軸長が勝るものが 4軒、副軸長が勝るものが7車干と、

バラエティに宮む。堀之内 2式期の竪穴住居址は 7軒が対象となる。外縁長、外縁幅とも 4m台から 8m台

の各領域に満遍なく偏在しているが、際だったピークは認められない。数値的には 1式期に比べやや小ぶり

になるように見受けられるが、対象住居址数が少ないため明確な傾向とは言い難い。一方、外縁長、外縁幅

の平均値から算出される長幅比は約 1:1.11で、副軸長が主軸長を凌駕するという明確な傾向が確認できた。

②柄鏡形住居址 集計作業の対象となる堀之内 1式期の柄鏡形住居址は39軒存在する。主体部柱穴の外縁長

1m~7. 5m、外縁幅は2.9m~8. 3mの間に遍在し、外縁長のピークは 5m台 (15軒）、外縁幅のピーク

は ら

15m~7. 9m、

き り、 部

と とつと きたい。
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第 4表 堀之内式期住居址規模集計表

①-1堀之内式期住居址 (89軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴 張出部柱穴

掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 9. 20 6. 80 7. 70 8. 60 9. 50 6. 20 4. 85 4. 00 10. 10 

最小値 2. 60 2. 10 2. 10 2. 40 2. 80 1. 35 1. 00 0. 84 0. 80 

平均値 5. 77 4. 21 5. 14 5. 26 5. 88 2. 48 2. 09 1. 86 3. 90 

集計対象軒数 14 20 30 87 87 13 15 63 61 

①-2堀之内 1式期住居址 (54軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴 張出部柱穴

掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 9. 20 5. 80 7. 40 8. 60 9. 50 6. 20 4. 85 4. 00 8. 30 

最小値 2. 60 2. 10 2. 10 2. 40 2. 90 1. 35 1. 00 0. 85 0. 90 

平均値 5. 76 3. 96 4. 91 5. 31 5. 87 2. 49 2. 08 1. 92 2. 98 

集計対象軒数 12 14 21 52 52 11 13 36 36 

①-3堀之内 2式期住居址 (35軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴 張出部柱穴

掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 7. 10 6. 80 7. 70 8. 20 8. 65 3. 30 3. 00 3. 30 10. 10 

最小値 4. 60 2. 65 3. 10 2. 45 2. 80 1. 50 1. 30 0. 84 0. 80 

平均値 5. 85 4. 81 5. 66 5. 17 5. 89 2. 40 2. 15 1. 79 5. 23 

集計対象軒数 2 6 ， 35 35 2 2 27 25 

②-1堀之内式期竪穴住居址 (21軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴l張出部柱穴
掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 2. 60 2. 60 5. 90 8. 60 9. 50 

最小値 2. 10 4. 00 4. 30 

平均値 2. 60 2. 60 4. 00 6. 74 7. 04 

集計対象軒数 1 1 2 20 20 

②-2堀之内 1式期竪穴住居址 (14軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴l張出部柱穴
掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 2. 60 2. 60 2. 10 8. 60 9. 50 

最小値 4. 00 4. 30 

平均値 2. 60 2. 60 2. 10 7. 00 7. 08 

集計対象軒数 1 1 1 13 13 

②-3堀之内 2式期竪穴住居址 (7軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴」張出部柱穴
掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 4. 60 5. 90 8. 20 8. 65 

最小値 4. 60 5. 30 

平均値 4. 60 5. 90 6. 26 6. 96 

集計対象軒数 1 1 7 7 

③-1堀之内式期柄鏡形住居址 (68軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴 張出部柱穴

掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 9. 20 6. 80 7. 70 7. 90 8. 30 6. 20 4. 85 4. 00 10. 10 

最小値 3. 80 2. 10 2. 80 2. 40 2. 80 1. 35 1. 00 0. 84 0. 80 

平均値 6. 02 4. 30 5. 22 4. 81 5. 53 2. 48 2. 09 1. 86 3. 90 

集計対象軒数 13 19 28 67 67 13 15 63 61 

③-2堀之内 1式期柄鏡形住居址 (40軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴 張出部柱穴
掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 9. 20 5. 80 7. 40 7. 50 8. 30 6. 20 4. 85 4. 00 8. 30 

最小値 3. 80 2. 10 2. 80 2. 40 2. 90 1. 35 1. 00 0. 85 0. 90 

平均値 6. 05 4. 05 5. 06 4. 75 5. 47 2. 49 2. 08 1. 92 2. 98 

集計対象軒数 11 13 20 39 39 11 13 36 36 

③-3堀之内 2式期柄鏡形住居址 (28軒）

全長
主体部 主体部 主体部柱穴 主体部柱穴 張出部 張出部 張出部柱穴 張出部柱穴
掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅 掘方長 掘方幅 外縁長 外縁幅

最大値 7. 10 6. 80 7. 70 7. 90 7. 50 3. 30 3. 00 3. 30 10. 10 

最小値 4. 60 2. 65 3. 10 2. 45 2. 80 1. 50 1. 30 0. 84 0. 80 

平均値 5. 85 4. 81 5. 63 4. 90 5. 62 2. 40 2. 15 1. 79 5. 23 

集計対象軒数 2 6 8 28 28 2 2 27 25 
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5. 主柱穴．壁柱穴．壁溝・壁外柱・建替・重複（第4図）

ここでは、主柱穴．壁柱穴・壁溝などの住居に付帯する施設と、住居そのものの建替・重複事例を扱う。

主柱穴：上屋を支える主柱が認められず、壁際に廻らされた壁柱が上屋を支える構造は、前段階の称名寺式

から引き続き本段階でも維持される。管見の337例中、主柱穴が認められ、上屋を主柱が支える構造が想定

されたのは華蔵台遺跡の35号住居址（堀之内 2式新段階）の 1例のみであった。 35号住居址は径が 8~10m

ある比較的大型の住居址であるが、当該期は同程度の規模の住居址にあっても主柱穴が認められないのが通

常である。華蔵台遺跡35号住居址の主柱穴は、大きな上屋の支点間を支える構造上の必要から設けられたと

考えるより、続く加曽利 b式以降にむけた住居上屋構造の変化を示すもので、同住居址は時期的にもその画

期に位置している可能性がある。

壁柱穴．壁溝：上述のように当該期においては壁際に壁柱穴を廻らすのが一般的形状である。壁溝は田名塩

田・西山遺跡3号住居址の 1例を例外とし、華蔵台遺跡35号住居址、小丸遺跡12• 13号住居址、華蔵台南遺

跡 9号住居址、山田大塚遺跡21号住居址などに、壁柱間を結ぶ補助的な使用が散見されるにとどまる。

壁外柱穴：当該期の住届址に壁柱穴列の外側に壁外柱穴の存在が指摘されることがある。主柱や壁柱とともに

上屋を支える構造の一部と想定される施設であるが、しかしながら実際の集成にあたっては後述する「建替」

や「重複」の痕跡との区別が難しく、管見の中では表の屋敷 (No.8)遺跡J2号の 1例のみがあげられる。

建替・重複：住居の建替えや重複と認識される事象は、当該期の住居址に顕著に観察される。ーロに「建替」

「重複」といっても、墜柱穴が同心円状に重なり、住居の「拡張」や「建替」と認識される状況でも、実際に

は住居営為の断絶期間をはさんだ異なる住居の「重複」の可能性があり、逆に住居址同士が部分的に重なっ

て構築された一般に「重複」と認識される状況であっても、実際の行為としては住居営為が連続する「建替」

であった可能性が残るなど、実際の行為としての両者の峻別は容易ではない。ここではあくまで遺構に観察

される事象の捉え方として、複数基の柱穴に建替えの痕跡があるもの、同心円状に壁柱穴列がめぐるものを

「建替」と呼称し、別の住居址が重なっているもの、あるいは大部分が重なっているが重なっていない部分

があるものを「重複」と呼称することとする。また住居同士は完全に璽なってはいるが、炉址を共有せず面

積やプラン・主軸が著しく異なるもの、床面にレベル差が認められるものは「重複」と捉えることとした。

なお実際の行為としてばかりではなく、残された遺構としても両者を区別しがたい事例は多く存在し、 1軒

の「建替」と認識するか、複数軒の「重複」と認識するかは調査・報告者によってまちまちで、当該期の住

居址数を把握することを困難にしている。事例の計上にあたっては、便宜上「建替」はすべて 1軒、「重複」

を複数軒として捉えた。両者の峻別は、上記の基準により筆者が行ったため、その数を含め報告書の数値と

は必ずしも一致していない。今回集成した資料のうち観察に耐えうる資料が337例、このうち上記の「建替」

された資料が30例、「重複」が観察された資料が80例あった。実に全体の 3割の住居址に「建秤ー「直

、「建

しよて

き

し

14 • 

られ、また 7
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14号住居址がほぼ同一箇所で重複し、 これに近接して15号住居址（建替） と17号住居址が重複するなど、竪

穴住居址が同じ占地を取り続ける状況が看取され、「建替」 と 「重複」が、住居営為の反復という同一線上

の行動であったと位置づけることができる。また同様の同一箇所にこだわった住居址の累積は集落規模が比

較的大きな横浜市域に代表される東京湾側の地域だけではなく、 田名塩田・西山遺跡やはじめ沢下遺跡、子

易・大坪遺跡など、県域全体に認められることを付記しておきたい。 このような同一占地への強いこだわり

は石井寛が集落遺跡における「核家屋」（石井 1999) と呼称した多璽複住居址の萌芽を思わせるものである。
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6. 炉址（第 5國、第 5表）

本稿では、堀之内式期の可能性がある総数58遺跡、住居址283軒における278基の炉址を対象とする。時期

不明のものを除き、堀之内式期を大まかに前後に二分すると、堀之内 1式期に帰属するものは住居址159軒

で炉153基を数え、堀之内 2式期は住居址94軒で炉102基がある。炉の形態について埋甕炉、石囲埋甕炉、石

囲炉、地床炉に分類する。炉の遺存状況により、形態が不明瞭なものもあるが、その可能性のあるものにそ

れぞれあてはめている。

まず、住居址における炉の位置では、それが判明するもの145基のいずれもが、住居址（柄鏡形住居の主

体部）の中央から入口寄りに設けられ、時期的な変化は認められない。時期不明のものを除くと堀之内 1式

期の住居（主体部）中央43基、入口寄り 44基、堀之内 2式期では中央19基、入口寄り 25基を数える。

形態毎の数として、総数278基中、埋甕炉 8基、石囲埋甕炉 7基、石囲炉62基、地床炉201基がある。堀之

内1式期に限ると、 153基中、埋甕炉 5基、石囲埋甕炉 5基、石囲炉27基、地床炉116基となる。一方、堀之

内2式期における形態毎の数量は、 102基中、埋甕炉 2基、石囲埋甕炉 2、石囲炉19基、地床炉79基となる。

いずれの時期も地床炉を主体に、ついで石囲炉が多く、埋甕炉と石囲埋甕炉がそれぞれ少数を占め、時間的

な変化は確認できない。

石囲炉は、主として住居址における敷石の有無と相関があり、地域的な偏りがある。石囲炉を有する住居

で敷石が施されるのは44基を数え、全石囲炉61基の71.1％に相当する。また、地床炉を有する住居址で敷石

がないものは183基あり、全地床炉201基の91％を占める。一方で、敷石が施されるものの地床炉となる炉址

18基（全地床炉の9.0%）、敷石が敷設されないものの石囲炉の形態をとるもの17基（全石囲炉の17.9%）が

ある。大まかに地床炉は住居の敷石と関連するものの、一定程度、敷石敷設と無関係に石囲炉もしくは地床

炉となるものがある。

ついで、時期の判明している住居址（堀之内 1式期158軒、堀之内 2式期93軒）を対象に炉の平面規模を

確認する。堀之内 1式では、 151基中、長径が0.7m未満のもの47基、 0.7m以上1.Om未満のもの67基、 1.0

m以上37基となり、堀之内 2式期では、 101基中、長径0.7m未満40基、 0.7m以上1.Om未満39基、 1.Om以

上22基となる。堀之内 1式期は長径0.7m以上1.Om未満のものが主体であるのに対し、堀之内 2式期に長径

0. 7m末満のものとほぼ同数となり、新しくなるにつれ若干小型化する傾向にある。

炉の深さや形状に目を向けると、燃焼面の深さでは、堀之内 1式期で燃焼面の深さが判明している68基の

うち燃焼面最深部が0.3m未満のもの55基、 0.3m以上0.6m未満のもの13基を数え、堀之内 2式期では35基

中0.3m未満のもの22基、 0.3m以上0.6m未満のもの12基、 0.6m以上のもの 1基となり、わずかに深くなる

傾向がある。炉の掘り方の深さでは、堀之内 1式で掘り方の深さが判明している135基中、最深部が0.3m未

もの49基、 0.3m以卜心0.6m未満76基、 0.6m以卜心0.9m未満9基、 0.9m以ヒ 1基を数えるのに対し、
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第5表炉址形態別一覧表

埋甕炉 石囲埋甕炉 石囲炉 地床炉 計 住居址総数

堀之内 1式期 5 (3. 3%) 5 (3. 3%) 27 (17. 6%) 116 (75. 8%) 153 (100%) 159 

堀之内 2式期 2 (2. 0%) 2 (2. 0%) 19 (18. 6%) 79 (77. 5%) 102 (100.1%) 94 

総数（前後の時期含む） 8 (2. 9%) 7 (2. 5%) 62 (22. 3%) 201 (72. 3%) 278 (100%) 283 

堀之内 1式期 石囲埋甕炉（断面ピット状） 石囲埋甕炉

叶

→ "I 

》
埋甕炉

△-- ー→

Ì 
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5. 田名塩田・西山第 6号住居 7. はじめ沢下J3号敷石住居

堀之内 2式期

埋甕炉 石囲埋甕炉 石囲炉 地床炉（断面ピット状）
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第 5図 主な炉址形態〔S=l/60〕
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7. 埋甕（第 6國、第 6表）

埋甕の数：埋甕を持つ住居址は15遺跡から15軒確認できた。 また埋甕数は18個である。時期別に見ると堀之

内1式期に多く、堀之内 2式期に減少するようである。住居址内に埋設された埋甕数を見ると、第 6表のよ

うに 1個が一般的であったと考えられる。

埋甕の位置：堀之内 1式期.2式期ともに床面上（第 6図 1)、壁際（同 2) に埋甕を埋設する検出例に差

異は見られないが、張出部（同 3) に埋甕が埋設される検出例は堀之内 1式期に10点確認されているが、堀

之内 2式期には確認されていない。張出部形態が長方形のものから「ハ」

部形態に変化したことによるものと考えられる。

の字状にピットが配置された張出

埋甕の埋設状態：埋甕の埋設状態は正位（第 6図4) が圧倒的に多く、逆位は少ない。 また、埋設状態不明

とした埋甕の中には、浅い掘り込みに士器が横倒しに潰れた状態で埋設されていたもの

内に 1個体の上器片が纏まった状態で埋設されていたもの （同 6) も発見されている。

（同 5)、掘り込み

（岡）

第 6表 埋甕の出土住居址軒数・位置別出土数・出土状況別出土数

埋甕出土点数別の住居址軒数

1個 1 2個 1 3個

出土位置別の埋甕点数

床面 1 壁際 1 張出部

出土状況別の埋甕点数

正位 1 逆位 1 不明

堀之内 1式期

堀之内 2式期 ，
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8. 敷石•その他付帯施設（第 7 図）

ここでは、敷石及び付帯施設を取り扱う。敷石については、 339軒のうち196軒 (57%）に何らかの形で敷

石とみられる礫の出士が確認でき、半数以上に礫を用いていると言える。しかしそのあり方は、覆士中に散

在しているもの、床面に隙間無く敷き詰められているもの、一部限定的にしかれているものや散在するよう

分布しているものなど多様性に富む状況である。また後枇の攪乱などにより失われているものも多いと考え

られ、意図的に一部のみに礫を配置しているものか、部分的に残存しているものなどか、一概に判断できな

いものも多く存在する。今回はこれらの状況を踏まえた上で、比較的良好な遺存状態であると考えられるも

のを対象に任意で選択し、その様相を捉えて行きたい。

a 敷石が全面に敷き詰められているもの 明瞭な掘り込みを有し、ほぼ全面に敷石が敷き詰められてい

るものは、宮ヶ瀬遺跡群ナラサス J1号敷石住居址（第 7図 l)、子易・大坪遺跡 3区J9号住居址（第 7

図2) などがある。いずれも主体部では墜に沿って縁石が立つよう並び、炉と張出部を結ぶ主軸には、比較

的大きな礫が配置されている。張出部は長方形に近い形態で突出する。掘り込みは明瞭ではないが、全面に

礫が敷き詰められているものは、下溝鳩川遺跡B地区 1号住居址（第 7図3) がある。主体部では縁石が立

つように構築され、壁の存在が示唆される。張出部の端部は弧状に礫が配置されているが、主体部との接続

部の礫は遺存してはおらず、後世の影響か否かは不明である。また比較的小型の礫を主体に用いられており、

近郊河川の河床礫組成が反映されているものと考えられる。

b 炉から張出部周辺に礫が用いられるもの 大岳院遺跡91-1地点J1号敷石住居址（第 7図4)、田名

塩田・西山遺跡第 3号住居址（第 7図5)、第 7号住居址（第 7図6) がある。主体部は縁石もしくは掘り

込みでその輪郭が比較的明瞭に捉えられるが、敷石は炉及びその周囲で限定的に用いられ、平面的な広がり

は認められない。また大岳院遺跡（第 7図4).田名塩田・西山遺跡（第 7図5) では、炉周囲から連続的

に張出部にかけて顕著な敷石が配されている。田名塩田・西山遺跡（第 7図6) では、炉周囲から張出部に

向かって敷石が見られるが、張出部はヒ゜ットのみである。これらの状況は、本来から限定的な敷石の使用で

あるのか、住居廃絶後に抜き取られ転用されたものか、後世に改変さて限定的な遺存となっているのか、明

らかではない部分もあり、検討が必要である。

寸嵐J1号敷石住居址（第 7図 7)、小丸遺跡第48号住居址（第 7図8) など、主体部及び張出部に部分

的ではあるが敷石が用いられているものがある。柱穴配置も明瞭で、柱穴の直上に敷石が認められる部分も

多く、柱穴配置と敷石との構造を考える上でも興味深い情報を提供している。

c 主体部の外側に敷石がめぐるもの 宮ヶ瀬遺跡群表の屋敷J2号敷石住居址（第 7図9)、稲荷林遺

跡（第 7図10) がある。宮ヶ瀬遺跡群（第 7図9) では、明瞭な掘り込みを有する主体部の炉周囲と張出部
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神奈川県内 後期堀之内式土器出土主要遺跡地名表（補遺）

(1) この表は、「神奈川県における縄文時代文化の変遷Vl[一後期前葉期 堀之内式土器文化期の様相 その 5-」（縄文

時代研究プロジェクトチーム 2014「かながわの考古学」『研究紀要』 19 公益財団法人かながわ考古学財団）に掲載

した、主要遺跡地名表（補遺） （文献目録）作成以降に刊行された報告書を中心に、神奈川県内における後期前葉期の

主要遺跡を補遺としてまとめたものである。

(2)掲載遺跡の抽出基準及び表の様式は、「研究紀要」 15を原則として踏襲している。

(3)文献の収集、データベースの作成、表の編集は、縄文時代研究プロジェクトチームが行った。

No. 遺跡名 所在地 文献No.

伊勢原市

176 子易・大坪遺跡 伊勢原市子易 169 

177 西富岡・向畑遺跡 伊勢原市西富岡 170 

秦野市

178 曽屋吹上遺跡 秦野市富士見町 171 

文献目録（文献No．は表中文献No．と一致）

169 三瓶裕司・大塚健一ほか 2013 子易・大坪遺跡・子易•町屋裏遺跡 県道611 （大山坂戸）道路改良事業に伴う発

掘調査 かながわ考古学財団調査報告292（公財）かながわ考古学財団

170 諏訪問直子・岡 稔ほか 2014 西富岡・向畑遺跡 I 新東名高速道路（伊勢原市西富岡地区）建設事業に伴う発

掘調査 かながわ考古学財団調査報告298（公財）かながわ考古学財団

171 高山純•佐々木博昭編 1975 曽屋吹上ー配石遺構発掘調査報告書ー〈図録篇〉
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺(5)

一弥生時代中期後葉から古墳時代前期（その 4)-

弥生時代研究プロジェクトチーム

はじめに

平成23年度の研究紀要17号より「神奈川県内出士の弥生時代土器棺」について事例の集成と検討を行い、

研究紀要18号からは弥生時代中期後菜から古墳時代前期の県内事例の集成を行ってきた。今回は弥生時代中

期後菓から古墳時代前期の事例追加とその概要解説を行い、その上で研究紀要18号から本号までに集成した

資料に基づいたまとめを行うこととする。

今回の追加事例の集成では、 1遺跡 6事例を確認した。追加事例については概要解説と検出遺構及び士器

棺資料の園を提示し、前号までの集成を踏襲した集成一覧表と文献一覧表の補遺を作成した。さらに集成事

例の諸属性をまとめ、第 3表として掲載した。概要解説の遺構名の前に付した番号は、前号までの集成から

継続した番号を付けていて、集成図や各一覧表と対応している。また、文献一覧表の文献番号も前号からの

継続番号である。集成事例の遺跡分布図については、前号に掲載した上器棺出上遺跡分布図と変わりないの

で、前号を参照していただきたい。図の掲載にあたって、遺構・遺物の検出状況を縮尺1/60、遺物実測図を

縮尺1/8とした。図は各報告書掲載よりコピーして使用し、再トレースは行っていない。

追加事例の集成にあたってはプロジェクトメンバーで掲載対象を検討し、追加事例の本文執筆は飯塚が、

事例分析についての本文執筆は池田が担当した。 （池田）

県内遺跡の追加事例

52. 河原口坊中遺跡（第 2次調査） 1号方形周溝墓東溝

遺跡は海老名市河原口に所在し、相模川・中津川・小鮎川の三河川が合流する地点の自然堤防上に立地す

る。第 2次調査では、弥生時代中期から古墳時代前期の竪穴住居址148軒、方形周溝墓2基、しがらみ状遺

構14基、河道跡2箇所などが検出されている。

1号方形周溝墓は大部分が調査区外にあり、全体の1/3程度が調査された。周溝の方台部側立ち上がり（下

端）を基準として方台部の規模を計測した場合、北溝と南溝との立ち上がり間の距離は12.9mを測る。周溝

は全周せず、南東隅が途切れている。

II してい

0cm る。 される。

ある

2 

と

り と り さ は 71 
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検出面より上位層から掘り込まれ、上坑内に上器が設置されていたものと考えられる。

士坑は、確認面での現存長は長径0.55m、短径0.43m、形状は楕円形を呈する。出士した壺は、検出した

士坑の南端に位置し、底部を下にした状態で設置されていた。壺は頸部接続部分で打ち欠き、口縁部～頸部

を割取ったものに、他の壺底部の下位部分を打ち欠き、底部を上にした状態で燕として被せている。上器内

は士が充満していたが、士圧によりやや押しつぶされた状態で出士した。

1は壺の底部で、割れ口部分は疑口縁が観察される。底径は8.0cm、現存高7.3cmである。 2も壺で、頸

部以上を打ち欠いている。残存部分は無文でミガキが施されている。現存高25.8cm、底径11.2cm、胴部最大

径28.2cmである。いずれも、弥生時代後期～古墳時代前期に比定される。

54. 河原口坊中遺跡（第 2次調査） 37号上坑

調査時に 1個体分と考えられる士器が押しつぶされてまとまって出土したために、周辺を精査した結果、

土坑状の掘り込みが確認された。確認面の標高は18.98mである。土坑の確認面での規模は、長径1.33m、

短径0.67m、形状は隅丸方形を呈する。覆士は地山をブロック状に含むことから、埋め戻された可能性が考

えられる。

1は口縁部に最大径をもつ甕で、口唇部は面取りののちにキザミ、胴部上半には横走羽状の、胴部下半は

斜め方向のハケが施される。また、指ナデによる沈線が確認できる。内面はヘラナデされ、底部は網代痕が

残る。底部に焼成後の孔が 1穴あるが、意図的な穿孔かどうかは断定できない。雲母を特徴的に多く含む胎

上で、その形状から、駿河湾沿岸から伊豆地方にかけて分布する「磨消線文甕」と考えられる。口径

26.0cm、器高30.2cm、底径7.6cm、胴部最大径22.3cmである。弥生時代中期中葉～中期後葉の古い段階に比

定される。士器棺の可能性がある事例として取り上げた。

第1表 神奈川県内出土士器棺墓集成（弥生時代中期後菓～古墳時代前期） 補遺

時期
文献資料 所在地

遺跡名 遺構名または出土位懺
番号番号 （市区町村名）

海老名市
河原口坊中遺跡

1号方形周溝墓東溝 弥生時代中期52 
（第 2次調査）

河原口坊中遺跡
14号士坑 弥生時代後期以降 34 53 ＂ （第 2次調査）

河原口坊中遺跡
37号土坑 弥生時代中期54 II 

（第 2次調査）

河原口坊中遺跡
225号土坑 弥生時代中期55 II 

（第4次調査）

河原11坊中追跡
228号土坑 弥生時代後期 35 56 ＂ 4次調査）

河原口坊中追跡
弥生時代後期II 

（第次調査）

号は第 1図中の遺構番 文献番号は第2
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52.河原口坊中遺跡（第 2次調査） 1号方形周溝墓東溝 53.河原口坊中遺跡（第 2次調査） 14号土坑

［ロ 冒＼ 口`ヽ A 上

魯
Al8 80m A' 1 A 

54. 河原口坊中遺跡（第2次調査） 37号土坑

A_ I□□ A 

Al9. 20m A' 

56. 河原口坊中遺跡（第4次調査） 228号土坑

ヽ

A20・lm A' 

55.河原口坊中遺跡（第 4次調査） 225号土坑

＼
 

吋

e
a
0
"
a

A
 

}
 

A'C20,3m c' 

: ロ

57. 河原口坊中遺跡（第4次調査） 229号土坑

＼
 A 
A20.lm A' 

B20~l • ° 

―̀こ
口

第 1図 士器棺集成追加資料［遺構図1/60、士器1/8]
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第3表 神奈川県内出士士器棺集成（弥生時代中期後葉～古墳時代前期）データ一覧表

資料 所在地
遺跡名 遺構名または出土位置 時期

文献
立地 河）1|流域

出土地 遺構内出土
出土施設

番号 （市区町村名） 番号 種別 位置

I 川崎市高津区 三荷座前遺跡 環濠覆士中 弥生時代後期 台地 鶴見川 居住域 環濠覆士中 一

2 II 三荷座前遺跡 1号方形周溝墓西溝 (1) 弥生時代後期
I 

台地 鶴見川 墓域 周溝中央底 周溝内土坑

3 ＂ 三荷座前遺跡 1号方形周溝募西溝 (2) 弥生時代後期 台地 鶴見川 墓域 周溝中央底 周溝内士坑

4 川崎市宮前区 野）1|神明社境内遺跡 1号土器棺墓 弥生時代後期 丘陵 鶴見川 墓域 単独 土坑

5 ＂ 野）1|神明社境内遺跡 2号土器棺墓 弥生時代後期 2 丘陵 鶴見川 墓域 単独 土坑

6 ＂ 野）1|神明社境内遺跡 3号±器棺墓 弥生時代後期 丘陵 鶴見川 墓域 単独 上坑

7 横浜市都筑区 八幡山遺跡 壺棺 弥生時代中期後葉 3 台地 鶴見川 居住域 単独 不明

8 ＂ 境田遺跡 Yl号住居址P2 弥生時代中期後薬 4 台地 鶴見川 居住域 床面ピット ピット内

， 
＂ 歳勝土南遺跡 3号方形周溝墓 弥生時代中期後菓 5 台地 鶴見川 墓域 周溝？底 周溝内土坑

10 ＂ 歳勝土遺跡 S3号方形周溝墓 Tl号壺棺 弥生時代中期後葉 台地 鶴見川 墓域 周溝中央底 周溝内土坑

11 ＂ 歳勝土遺跡 S4号方形周溝墓 T2号壺棺 弥生時代中期後葉 台地 鶴見川 墓域 周溝端部底 周溝内土坑
6 

12 ＂ 歳勝土遺跡 T3号壺棺 弥生時代後期 台地 鶴見川 墓域 単独 不明

13 II 歳勝士遺跡 T4号壺棺 弥生時代後期 台地 鶴見川 墓域 単独 不明

14 ＂ 権田原遺跡 F区5号士坑 弥生時代中期後葉 7 台地 鶴見川 墓域 単独 土坑

15 ＂ 宮原遺跡 H溝内士坑 弥生時代中期後莱 8 台地 鶴見川 居住城 環濠中層 土坑

16 ＂ 折本西原遺跡 7号方形周溝墓 弥生時代中期後葉 ， 台地 鶴見川 墓域 周溝端部付近 周溝内土坑

17 横浜市緑区 東耕地遺跡 壺棺 古墳時代前期 10 台地 鶴見川 墓域 単独 上坑

18 横浜市港北区 山王山遺跡 39号±坑 弥生時代後期 台地 鶴見川 居住域 単独 上坑
11 

19 ＂ 山王山遺跡 1号埋甕 弥生時代後期 台地 鶴見川 居住域 単独 土坑

20 
横浜市

上星）1|遺跡 第12号住居址 弥生時代後期 12 台地 帷子川 居住城 住居内ビ゜ット ピット
保土ヶ谷区

21 逗子市 沼間ポンプ揚南台地遺跡 3号住居址内壺 古墳時代前期 13 丘陵 田越川 居住域 住居床面

22 II 池子遺跡群 No1-A地点 第 2号方形周溝墓北溝 古墳時代前期 14 
谷戸内

田越川 墓域 周溝内
低地

23 横須賀市 三足谷遺跡 1号募墳 古墳時代前期 15 丘陵 平作川 居住域 単独 土坑

24 II 住吉遺跡 第 1号住居址覆士内合わせ口壺 古墳時代前期 16 丘陵 平作川 居住城 住居覆士中 一

25 藤沢市 大源太遺跡 1号土壌 弥生時代中期後葉 17 砂丘 片瀬川 墓域 単独 土坑

26 ＂ 石名坂遺跡第 5地点 1号住居址内土城 弥生時代中期後莱 台地 引地川 居住城 住居址壁際 土坑

27 ＂ 石名坂遺跡第 5地点 3号方形周溝墓南溝 弥生時代中期後葉 18 台地 引地川 墓域 周溝端部底 周溝内土坑

28 ＂ 石名坂遺跡第 5地点 4号方形周溝墓西溝 弥生時代中期後葉 台地 引地川 墓域 周溝端部底 周溝内土坑

29 ＂ 大庭城址公園内遺跡 方形周溝墓SD!O 東溝 弥生時代後期 19 台地 引地川 募域 周溝中央底 周溝内土坑

30 ＂ 高倉枯藪遺跡 第 1号方形周溝墓西溝 古墳時代前期 20 台地 境川 墓域 周溝底 周溝内土坑

31 海老名市 社家宇治山遺跡 YK3号方形周溝墓東溝 弥生時代後期 21 自然堤防 相模川 墓域 周溝内 周溝内土坑

32 II 中野桜野遺跡 11号方形周灌墓北溝 弥生時代中期後葉 22 自然堤防 相模川 墓域 周溝内

33 II 本郷中谷津遺跡 1号方形周溝募東溝 弥生時代中期後葉 23 台地 目久尻川 墓城 周溝端部底 周溝内士坑

34 ＂ 本郷遺跡 25号方形周溝墓北溝 弥生時代後期 台地 目久尻川 墓域 周溝屈曲部底一

35 ＂ 本郷遺跡 34号方形周溝墓西溝 弥生時代後期 24 台地 目久尻川 墓域 周溝端部底 一

36 ＂ 本郷遺跡 環濠覆士上層 弥生時代後期 台地 目久尻川 居住域 環濠上層

37 寒川町 大蔵東原遺跡 6号方形周溝墓東溝 (1) 弥生時代後期 台地 小出川 墓城 周溝端部底 周溝内土坑
25 

38 ＂ 大蔵東原遺跡 6号方形周溝墓東溝 (2) 弥生時代後期 台地 小出川 墓域 周溝端部底 周溝内土坑

39 ＂ 寒）1|町 No.14遺跡 採集資料 弥生時代後期 26 台地 目久尻川 不明

40 平塚市 坪ノ内遺跡（第 3地区） SDHOI (1号方形周溝墓） 弥生時代中期後薬 27 砂丘 相模川 墓域 周溝屈曲部 一

41 ＂ 真田・北金目遺跡群 57A • G 1区SK049 弥生時代後期 28 段丘 金目川 居住域 単独 土坑

42 ＂ 原口遺跡 第37号方形周溝墓 西溝周溝内土坑 弥生時代後期 段丘 金目川 墓域 周溝底 周溝内土坑
29 

43 II 原口遺跡 YH22号土坑 弥生時代中期後葉 段丘 金目川 墓域 単独 土坑

44 II 向原遺跡 219号住居址内土壊 古墳時代前期 30 段丘 金目川 居住域 単独 土坑

45 秦野市 砂田台遺跡 16号住居址P7 弥生時代中期後葉 31 台地 金目川 居住域 住居内ピット ピット

46 小田原市 千代南原遺跡第XVI地点 9号遺構 弥牛時代後期 32 台地 洒佐川 居件域 単独 土坑

47 梅老名吉 河原n坊中追賠（第 1次） P21地区 YHl妙七坑 弥生時代中期後葉 自然坦防 相校）II 店il域 単独 七坑

48 I! 河加口坊中遺跡（第 1次） P24地 区 遺 溝 外 弥止時代中期後葉 自然堤防 相模）II 居住域 豆独 不明

19 99 河原目功中辿跡（第 1次） P23他区 YH4号七坑 弥牛時代後期 33 自然塔防 相枚）II 居仕域 単独 十坑

50 II 河原n坊中遺跡（第 1次） P21地区 Yll10ゲ士机 弥止時代後期以降 自然堤防 相模川 店住域 閏独 士坑

5 l ” 河原目坊中辿跡（第 1次） P21他区 YH18号 I・坑 弥牛時代後期以降 自然坦防 相模）II 居仕域 単独 卜坑

52 99 河肌n坊中潰跡（第 2次） 1号方形周湛塁 東溝 弥1時代中期後葉 自然堤防 相模）II 尊城 i吋溝鉗部中層

53 91 河原IJ功中辿跡（第 2次） l4号：戸 弥年時代後期以降 34 自然堤防 相模川 居住域 単独 ト坑

如l ” 河原口坊中遺賠（第幻次） 3“1号二坑 弥生時代中期後薬 自然堤防 相校）II 店住域 単独 土坑

55 I! 河原口功中遺跡（第4次） 225号上坑 弥几時代中期後槃 自然坦防 相模川 居住域 単独 上坑

56 99 河原n坊中遮跡（第4次） 228け七坑 弥土時代後期 自然堤防 相校川 ！叫l城 草独 七坑

3cc 9 II 河加n坊中遺跡（第4次） 229号上坑 弥ハ時代後期 自然堤防 相模川 居住域 単独 上坑
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺(5)

出土 構成 棺身
棺身土器

蓋土器

状態 士器数
組合せ状態

器種
棺身遺存状態 穿孔の有無 胴部最大

器種
蓋土器状態 備考

径 (cm)

正位 2個体 重ね 壺 頸部以上欠 無し 32 0 甕
破片分散、ほぼ

重ね状態推定復元
完形復元

正位 2個体 向合 壺 胴部上位以上欠 無し 29 2 並 胴部上位以上欠

正位 2個体 向合 台付甕 脚台部欠 無し 21 0 高坪 脚部欠

横位？ 1個体一 壺 不明 無し 約50

横位 2個体？ 破片被覆 壺 頸部以上欠 無し 40以上 壺 別個体胴部片

横位 1個体 破片被覆 壺 胴部一部欠 胴部打ち欠き 約45 壺 同一個体胴部片

正位 2個体 被覆 亜ギ 頸部以上欠 無し 約18 宜= 底部のみ

正位 3個体
向合十破片~

壺 頸部以上欠 無し 17 3 壺 頸部以上欠 十壺片被覆
被覆

正位 1個体一 壺 頸部以上欠 無し 49. 0 

正位 2個体 向合 壺 胴部上位以上欠 無し 35, 0 甕 完形、逆位

正位 2個体 向合 宰士 頸部以上欠 無し 23 5 壺 胴部上半欠

横位 2個体 被覆 互士 胴部上位以上欠 胴部穿孔 39 0 罪士 破片

不明 1個体？ 一 草士 底部・頸部以上欠 無し 約36 土器棺の可能性。

正斜位 2個体 向合 罪士 頸部以上欠 ？ 約40 甕 ？ 

横位 1個体一 甕 底部欠？ 無し 25 6 内部に骨粉・焼土を含む土。

正庁斗位 1個体一 壺 胴部上位以上欠 無し 50.1 

正位 2個体 被覆 壺 頸部以上欠 無し 36 7 高坪 坪部片 方形周溝墓周溝を切る土坑と推定される。

逆位 2個体 向合 甕 底部（脚部）欠 無し 約24 壺 ロ縁部のみ
土器棺の可能性。 本集成（ 2)第4図の18と19は図と

キャプションが逆。

正位 1個体一 甕 完形 無し 約24 土器棺の可能性。

正位 3個体 合ロ・重ね 台付甕 脚台部欠 無し 18. 2 甕 潰れた状態 中位は胴部下半欠の甕。土器棺の上を粘土で被覆。

正船位 1個体一 誼- ロ縁部大部分欠 胴部打ち欠き 28. 8 胴部穿孔により土器棺の可能性。

正位 3個体 重ね・向合 誼- 胴部上位以上欠 無し 32. 8 甕 破砕被覆 内部に骨粉と推定される白い粉。中位は胴部のみの壺。

正位 1個体一 甕 完形 無し 22. 2 報告書で募とする。

正位 2個体 向合 壺 胴部上位以上欠 無し 34 9 並 胴部上位以上欠 報告書では再葬墓とする。

逆斜位 1個体一 壺 完形 無し 22 0 

正位 2個体 向合 壺 頸部以上欠 無し 38 5 甕 完形 甕に補修孔あり。

正位 2個体 向合 壺 胴部上位以上欠 無し 27. 5 甕 ロ縁部欠 周溝覆士中の土坑と推定される。

横位 2個体 向合 甕 完形 無し 26 4 甕 完形 周溝覆土中から掘り込まれた±坑。

逆位 1個体一 宜ギ 完形 無し 36 4 

正位 1個体一 宜士 完形 無し 31 8 

逆斜位 1個体一 宜士 ロ縁部・底部欠 無し 約34 周溝覆土中の土坑と推定、土器棺と推定。

横位 2個体 被覆 餌ギ 頸部以上欠 無し 約40 甕 破片 土器棺の可能性。

逆位 2個体 入れ子 壺 胴部上位以上欠 無し 15 4 甕 完形

正位 3個体 重ね・被覆 甕 底部欠 底部打ち欠き 30 I 壺 底部のみ 中位の壺に胴部穿孔あり。

正位 1個体一 壺 胴部上位以上欠 無し 62. 4 土器上半は削平されていて不明。

正位 2個体 重ね 壺 完形 無し 31. 3 壺 頸部以上欠

正位 2個体 向合 壺 胴部上位以上欠 無し 34 0 壺 完形復元 覆土中から掘り込み。

正位 2個体 被覆 餌ギ 頸部以上欠 無し 53 7 互ギ 胴部片 覆土中から掘り込み。上壺の上半削平。

不明 2個体 破片被覆 宰士 頸部以上欠 無し 58 3 宰ギ 胴部下半 土器棺と推定。出土状況不詳、参考資料。

逆位 1個体一 餌- 頸部以上欠 無し 43 2 

集合 8個体一 壺 ． 鉢 一 単棺の土器棺ではない。参考資料。

横位？ 1個体一 甕 頸部以上欠 無し 22 6 圧壊して出土。土器棺と推定。

正斜位 1個体一 宰ギ ロ縁部欠 無し 28 2 ロ縁部は削平による欠損。

正位 1個体一 壺 胴部上位以上欠 無し 約44 住居址覆士中から掘り込まれた士坑。

正位 1個体 破片被覆 宰ギ 底部・胴部上位以
無し 31 2 誼士 同一個体底部片

上欠

逆伯 1個体一 空ギ 完形 無し 17 5 報牛書では貯蔵穴レするが、十器柑の可能件も指摘。

正位 1個体一 予 1:ぶ形 艇‘”＇し
8, ； Iぃ梨韮土器棺としてはいさいc

1I右ケ 2柑体 巫ね 壺 し緑部欠 '狙＂‘ ， しん 19 7 甕 完形 上器棺の寸能が1`応凶＇竺之＋り ＾ 
欅位 2個休 I被覆'? 奇 類部以上欠 無し 6:J 6 殻 桐部片

町斜位 1債体 立 完形 餌いヽ ì/  18 3 

正斜位 1個休ー 台付甕 虞尼 無し 11 6 小型台付那。＋＂器棺か？

『位 1個体 壺 肛部卜半欠 無し 24 0 出上位世から、上堺棺の可能性あり，

正位 2竹体 I被覆 壺 類部以し欠
佃‘’‘‘ 28 2 壺 底部のみ

墳位 1個体 甕 ほぽ完形 底部穿孔？ 2 2 ^ 3 ; _ 底部中央孔は打ち欠いた割れ口ではないが穿孔の可能性C

I横位 2間伝 破片被翌 壺 頸部以 焦し 34 4 壺 別個体胴部）十 訊低休破J1で棺身即」部を塞ぐ

横位 1個体一 賃区 1冗形 無し り4{l 

人明 1佃体 壺 ほぽ完形 熊し 19令。 知 56と類似例と推定
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55. 河原口坊中遺跡（第4次調査） 225号上坑

第4次調査では、弥生時代中期から古墳時代前期の竪穴建物址93軒、旧河道などが検出された。

225号士坑は、竪穴建物址の壁付近に士器が露出したため、周辺を精査したところ楕円形の士坑のプラン

が確認された。上坑の確認面の標高は20.18m、規模は長径1.07m、短径0.93mを測り、形状は隅丸方形を

呈する。

1の士器は壺で、士坑西寄りの中層から出士している。表面が焼けて黒色を呈していた。現存高は

35.4cm、底径9.4cm、胴部最大径は34.4cmである。残存部分は無文で、赤彩、ミガキが施される。弥生時代

中期後葉に比定される。士器棺の可能性がある事例として取り上げた。

56. 河原口坊中遺跡（第4次調査） 228号上坑

溝を壊して掘り込んでいる不整楕円形の士坑である。確認面の標高は19.95m、規模は長径1.25m、短径1.00 

mを測る。壺は底面から横向きの状態で出土している。

1の壺は口径13.6cm、器高28.3cm、底径7.2cm、胴部最大径24.0cmである。無文で口縁部はヨコナデされ

ている。弥生時代後期に比定される。士器棺の可能性がある事例として取り上げた。

57. 河原口坊中遺跡（第4次調査） 229号士坑

調査区壁際で検出された。平面形は不整方形もしくは不整円形と考えられ、一部は調査区外に延びている。

土坑確認面の標高は19.93m、規模は長径1.23m、短径0.83mを測る。

1の壺は口径9.4cm、器高18.9cm、底径6.4cm、胴部最大径19.0cmである。無文でミガキが施される。弥

生時代後期に比定される。士器棺の可能性がある事例として取り上げた。 （飯塚）

弥生時代中期後葉から古墳時代前期の県内事例についての分析

神奈川県内における弥生時代中期後葉から古墳時代前期の士器棺集成として、本稿での補遺を含めて57事

例を集成した。集成にあたっては、骨片が出士しているなどの埋葬遺構として確実な事例はごく限られた例

しかないため、「上器棺の可能性があるもの」を集成の対象に含めている。各報告書において「上器棺」や「壺

棺」、「再葬墓」のように報告・紹介されている遺構や、当プロジェクトメンバーによって士器棺の可能性が

あると判断したものを集成している。なお、「士器棺の可能性がある事例（士器、遺構）」とすべきものも含

め、便宜上「上器棺」と総称して記述する。

集成した57事例のうち、資料No.13歳勝士遺跡T4号壺棺と資料No.39寒）1|町No.14遺跡採集資料は出士

り、 円・ 区s

性が ロ

る。

と し



神奈川県内出土の弥生時代土器棺(5)

第4表時期別集計 第6表河川流域別集計

遺跡数 件数

弥生時代中期後菜 15 22 

弥生時代後期（以降） 12 25 

古墳時代前期 7 7 

合計 34 54 

第5表遺跡立地別集計

遺跡数 件数

丘陵 4 6 

台地 19 29 

段丘 2 3 

砂丘 2 2 

自然堤防 3 13 

谷戸内低地 1 1 

合計 31 54 

遺跡数 件数 弥生中期 弥生後期 古墳前期

鶴見川 11 18 8 ， 1 

帷子川 1 1 

゜
1 

゜田越川 2 2 

゜ ゜
2 

平作川 2 2 

゜ ゜
2 

境川（片瀬川） 2 2 1 

゜
1 

引地川 2 4 3 1 

゜小出川 1 2 

゜
2 

゜目久尻川 2 4 1 3 

゜相模川 4 14 7 7 

゜金目川 3 4 2 1 1 

酒匂川 1 1 

゜
1 

゜合計 31 54 22 25 7 

ている。なお、個別資料の時期において弥生時代後期以降とされている資料は、集計上、弥生時代後期に含

めている。以下に、項目ごとに傾向をまとめる。

①時期別事例数について（第4表）

弥生時代中期後菜は15遺跡22例、弥生時代後期（「後期以降」の 3例を含む）は12遺跡25例、古墳時代前

期 7遺跡 7例がある。弥生時代中期後菓から後期にかけての事例数、弥生時代後期がやや多いもののほぼ変

わりなく、古墳時代前期には大きく減少している。

②遺跡の立地（地形区分）について（第 5表）

地形区分の表記については報告書によって異なる区分である場合があるものの、各報告載の記載に従って

各事例を地形区分ごとに集計すると、丘陵上が 4遺跡 6例、台地上が19遺跡29例、段丘上が 2遺跡 3例、砂

丘上が 2遺跡 2例、自然堤防上が 3遺跡13例、谷戸内低地が 1遺跡 1例である。大きく括れば「台地」（丘

陵＋台地十段丘） ＝38例、「低地」（自然堤防＋砂丘＋谷戸内低地） ＝16例となる。大きく「台地」と称され

る地形に立地する事例がおよそ 7割であるが、いわゆる「低地」と括れる地形に立地する事例が 3割あるこ

とは、調査が低地遺跡に及んだことを反映している結果であろう。

6
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ある。
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小出川と目久尻）1|流域に事例が多くなっている。対して古墳時代前期には、弥生時代中期後葉から後期に事

例のなかった三浦半島地域の平作）1|流域と田越）1|流域の双方で事例が増えていて、他の河川流域ではこの時

期に大きく減少していることと対照的である。

④墓域・居住域別の件数について（第 7表）

士器棺とされる遣構は埋葬方法の一つであるが、必ずしも居住域と区分された墓域内に埋設されているも

のばかりではない。ここでは集成した遺構が募域内にあるのか、居住域もしくはその他の区域にあったもの

かをまとめておく。なお、単独で発見されたものなど同時期の居住域から離れた区域にある場合は、墓域と

して扱った。

対象となる54例のうち、募域にあるものは20遺跡29例、居住域にあるものは15遺跡25例である。時期別で

は、弥生時代中期後葉では墓域内に位置するものが13例、居住域に位置するものが 9例である。弥生時代後

期では墓域内に位置するものが13例、居住域に位置するものが12例ある。古墳時代前期には墓域に位置する

ものが 3例、居住域に位置するものが 4例ある。

墓域内にある例についても、士坑による墓域を形成する例はなく、方形周溝墓群の中にあって単独の士坑

で存在する例が 7例、方形周溝墓の周溝内の土坑に納められている例が15例、方形周溝墓の周溝内にあって

土坑の有無は不明ながら士器棺の可能性が推測される例が 6例あるが、方形周溝募の方台部に位置している

士器棺の例は見られない。

居住域にある例では、単独の上坑に納められている例が最も多く 14例あるが、住居址内で発見されている

例もその多くは住居使用中に作られたものではないと考えられ、住居廃絶後に埋葬場所として利用されたも

のと推定されるものである。

⑤棺構成土器数の傾向について（第 8表）

士器棺と推定される遺構には、棺身となる士器のみが残っている場合と、棺身に加えて棺身を延長する役

割の上器や棺蓋となる上器など複数上器の組合せで構成されている場合とがある。

今回の集成では、棺を構成する士器の数は 1個から 3個までがあった。 1個だけの例が26例、 2個で構成

される例が24例、 3個で構成される例が 4例である。ただし士器 1個だけの例は、上部が削平されて棺身士

器の開口部を塞ぐ方法が不明である例も含まれていることに留意しなければならない。また、棺身上器の一

部の破片をもって開口部を塞ぐ蓋としている例が 2例あり、これも士器数 1個に含めて集計している。

棺身士器のみの例は、弥生時代中期後菓には10例、弥生時代後期には12例、古墳時代前期には4例である。

とそれを覆う（開口部を塞ぐ）士器の 2個で構成さ

と よび

と く、 も大きく してい

してい



神奈川県内出土の弥生時代土器棺(5)

第7表墓域・居住域別集計

件数 弥生中期

周溝内士坑 15 7 

周溝覆士中（士坑不明） 6 3 
塩域

草域内単独土坑 7 3 

草域内単独不明 1 

゜環濠内（士坑？） 3 1 

住居址内（士坑、ピット） 4 3 

居住域 住居址内（掘り込み不明） 2 

゜居住域内 単独士坑 14 3 

居住域内単独不 明 2 2 

合計 54 22 

第 8表構成士器数別集計

構成土器数 遺跡数 件数 弥生中期 弥生後期

3個 4 4 1 2 

2個 14 24 11 11 

1個 18 26 10 12 

合計 54 22 25 

※棺身と同一個体破片で被覆は、 1個（単体）扱いとした。

第9表器種組成別集計

(3個体組成） 件数 弥生中期 弥生後期 古墳前期

壺＋壺＋壺 1 1 

゜ ゜甕十壺十壺 1 

゜
1 

゜台付甕十甕十甕 1 

゜
1 

゜壺十壺十甕 1 

゜ ゜
1 

小計 4 1 2 1 

(2個体組成） 件数 弥生中期 弥生後期 古墳前期

壺＋壺 12 3 8 1 

壺＋甕 8 7 1 

゜壺＋高坪 1 

゜ ゜
1 

甕＋甕 2 1 1 

゜台付甕＋高坪 1 

゜
1 

゜小計 24 11 11 2 

弥生後期 古墳前期

7 1 

2 1 

3 1 

1 

゜2 

゜1 

゜
゜

2 

， 2 

゜ ゜25 7 

古墳前期

1 

2 

4 

7 

第10表棺身器種別集計 第12表 士器結合方法別集計

件数 1弥生中期

第11表柏茎棒種別集叶 8 2 

件数 弥生中期 弥生後期 古墳前期 破片被覆 5 3 

慨 17 5 11 1 合計 31 1 4 

痺年 11 8 l 

高坪 2 

゜
1 1 

合計 30 13 14 3 

35-
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成は、棺身が壺形上器に対して壺形上器を組み合わせる例が最も多く 12例、次いで壺形上器に甕形上器を組

み合わせる例が 8例であるが、時期的傾向として弥生時代中期の例では壺形士器に甕形士器を組み合わせる

例が 7例と多いのに対して、弥生時代後期には壺形士器に壺形士器を組み合わせる例が 8例と、こちらの方

が多数となる。 3個の上器で構成される事例は総数が 4例と少なく、壺形上器だけで構成される例、甕形上

器だけで構成される例、壺形士器に甕形士器の例、甕形士器に壺形士器の例がそれぞれ 1例ずつであり、特

に偏重はない。

⑦棺身・棺蓋に利用される土器の器種について（第10• 11表）

棺に利用される器種の傾向として、まず棺身に使われる士器の器種は、壺形士器43例、甕形士器（台付甕

形上器を含む）が11例であり、 8割を壺形上器が占めていて、弥生時代中期後葉から古墳時代前期まで圧倒

的優位は変わらない。また棺蓋に使われる器種は、壺形士器、甕形士器、高杯形士器がある。棺蓋士器は開

口部を閉塞するための土器であり、破片の場合もあって、また棺身自身の破片を用いている場合もある。総

数では壺形士器が17例、甕形士器が11例、高坪形士器が 2例である。時期別には弥生時代中期後葉には棺燕

13例中 5例が壷形士器、 8例が甕形士器で、甕形士器がやや多いのであるが、弥生時代後期には棺蓋14例中

11例が壺形土器であり、壺形土器が大多数となっている。

⑧士器結合方法について（第12表）

構成土器数2個以上の場合の土器の結合方法を、 6つに大別した。 6つの方法は、ほぼ同じ大きさの土器

を向かい合わせにして口縁部と口縁部を合わせるように組み合わせる「合わせ口」、大きさに差のある士器

の口縁と口縁部もしくは開口部を向かい合わせにして一方がもう一方にやや被さるように組み合う組合せ方

を「向かい合わせ」、一方の上器の口縁部（開口部）に同じ向きでもう一方の上器を挿し込むように重ねる「重

ね合わせ」、一方の土器の中にもう一つの土器を同じ方向で挿し込んで重ねてしまう「入れ子」、一方の士器

の開口部もしくは全体をもう一つの士器で覆ってしまう「被覆」、士器の破片を用いて棺身となる士器のロ

縁部もしくは開口部を覆う「破片被覆」とした。「合わせ口」と「向かい合わせ」は類似形態であるが、敢

えて区分することとした。この 6つの分類では、「向かい合わせ」とした組合せ方が13例と最も多く、次い

で「被覆」 8例、「重ね合わせ」 6例、「破片被覆」 5例の順に多く、「合わせ口」と「入れ子」が 1例ずつ

という結果となった。

⑨棺身遺存状態について（第13表）

されてい もし
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺(5)

第13表棺身士器遺存状態別集計

件数 弥生中期 弥生後期 古墳前期

完形・ほぼ完形 14 4 8 2 

ロ縁部欠 4 2 1 1 

頸部以上欠 16 ， 6 1 

胴部上位以上欠 12 5 4 3 

胴部上半欠 1 1 

゜ ゜底部欠 4 2 2 

゜脚台部欠 2 

゜
2 

゜不明 1 

゜
1 

゜合計 54 23 24 7 

第14表埋設状態別集計

遺跡数 件数 弥生中期 弥生後期 古墳前期

正位 18 28 1 1 11 6 

正斜位 5 6 3 2 1 

横位（横位？） 7 12 5 7 

゜逆位 5 5 2 3 

゜逆斜位 2 2 1 1 

゜不明 1 1 

゜
1 

゜合計 54 22 25 7 

第15表 棺身士器サイズ（胴部最大径）の分布

10cm未満
10~20cm 20~30cm 30~40cm 40~50cm 50~60cm 60~70cm 

未満 未満 未満 未満 未満 未満

中期 1 4 8 4 4 1 

゜後期

゜
5 7 7 2 2 2 

古墳前期

゜ ゜
2 4 1 

゜ ゜全体 1 ， 17 15 7 3 2 
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第 2図 棺身土器サイズ（胴部最大径）分布図
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には 9例であるが、弥生時代後期には 6例と明らかな減少傾向を示している。

⑩埋設状態（出士状態）について（第14表）

上器棺と推定される上器が埋設された状態には、棺身となる上器を基準として、口縁部を上方へ向けて置

いた正位、口縁部を下へ向けて置いた逆位、横たえた状態に置いた横位、口縁部を上にして斜めに置いた正

斜位、口縁部を下にして斜めに置いた逆斜位などの埋設状態が認められる。

最も多く認められるのは正位の状態であり、 18遺跡で28例がある。次いで多いのが横位の状態であり、 7

遺跡で12例がある。この他には正斜位が 5遺跡 6例、逆位が 5遺跡 5例であり、逆斜位は 2遺跡 2例のみで

ある。いずれの配置状態も時期別には弥生時代中期後菓と弥生時代後期とではほぼ同数で、弥生時代中期後

葉には正位が11例、横位が 5例、その他が 6例の合計22例、弥生時代後期には正位が11例、横位が 7例、そ

の他が 7例の合計24例と大きな変化はないが、古墳時代前期には正位が 6例、正斜位が 1例、合計 7例となっ

て、総数が大きく減るとともにほぼ正位のみとなる。

⑪棺身士器サイズ（胴部最大径）について（第15表、第 2図）

土器棺の大きさを棺身土器の胴部最大径で比較すると、最小は河原口坊中遺跡（第 1次） P21地区YHl

号土坑の8.2cm、最大は河原口坊中遺跡（第 1次） P23地区YH4号土坑の63.6cmで、分布の中心は20cm~

30cm未満の範囲に17例、 30cm~40cm未満の範囲に15例がある。時期別には、弥生時代中期後葉では22例の

うち 8例が20cm~30cm未満の範囲にあって最も集中しているのに対して、弥生時代後期では25例のうち

20cm~30cmの範囲に 7例、 30cm~40cm末満の範囲に 7例が分布している。事例が集中するサイズは通常使

用されている士器の一般的な大きさであると考えられ、棺身士器サイズの分布状況は特別な状況を示すもの

ではなく、全般的には日常的な上器サイズを反映しているものと考えられる。

おわりに

神奈川県内における弥生時代中期後葉から古墳時代前期の士器棺集成として57事例を集成し、このうち54

事例を対象として項目毎に傾向をまとめた。前述したとおり上器棺として確実な事例はごく限られた数しか

ないため、「土器棺の可能性がある」と推定されるものを集成対象に含めて検討を行ったものである。この

点をご理解いただいた上で、集成内容を利用していただきたい。また、集成の遺漏などについてご指摘いた

だけると幸いである。 （池田）
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一生産関連遺構・遺物の集成一

奈良•平安時代研究プロジェクトチーム

1. はじめに

奈良•平安時代研究プロジェクトチームでは、 2010年に行われた公開セミナー『よみがえる古代東国の鉄

文化～相模・武蔵の発掘調査成果から～』をきっかけに、県内各地で出士した鉄生産に関連する遺構および

遺物に注目し集成を開始した。その目的はどのような規模、施設で生産が行われていたのか、地域差がある

のかを明らかにすることである。昨年度は補遺と平塚市域の集成を完成させることを優先した。その結果、

神奈川県内の鉄生産に関連する遺構と平塚市域の遺物についてはひとまず集成が完了した。このため、今年

度は得られたデータから分析に着手する。

なお、これまで 5回に渡り『かながわの考古学』研究紀要において鉄生産に関連する遺構・遺物の集成を

行ってきた。ところが分析する段階において改めて見直したところ、数量や名称等に少なからず誤りがある

ことが判明した。このため正誤表を作成し文末にまとめた。

2 製鉄・鍛冶関連遺構

明確な製鉄遺構は、横浜市栄区に所在する上郷深田遺跡のみとなる。第16号炉では上方を小判型に掘りこ

み、左右には平場を作りだしている。上部には多量の炉壁が遺存する。同類として、同遺跡の10~12号炉、

17号炉が上げられ、時期は 7世紀末から 8世紀と報告されている。

鍛冶関連遺構は県内33遺跡において確認されている（第 1図）。官街や寺院、集落など各遺跡の性格は異

なる。

3. 鍛冶炉の分類

ここでは神奈川県内において検出された鍛冶炉をもつ遺構を取り上げ、その属性から分類を行う。神奈

川県内の鍛冶炉の集成はすでにいくつか行われている（冨永 2004、平野 2006、齊藤 2010)。また、鍛冶炉

の形態や構造に基づいた分類についても先行研究が存在する（安間 1995• 2000、松崎 2006)。本稿の集成

も基本的にこれらの成果に基づいて、 2013年 3月までに新たに報告された資料等を追加して作成したもので

ある 遺存状況が良好な鍛冶炉の検討から I~

3. 2m X3. 2mの

深さ ，
 

II 2 

た

3地点SI6・7・8

址（川崎市）などがあり、 と れるか、また
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に1基ないし 2基設置されている。時代は8世紀から10世紀に相当し、また I類が検出される遺跡は県内全

域に存在し、どちらにも偏りは見受けられない。

II類：鼈を持たない竪穴遺構内にある鍛冶炉ー 3遺跡 3遺構から 4基検出。

海老名本郷遺跡 第20号住居址（海老名市） 南北5.7m、東西3.0mの長方形を呈する竪穴住居内に直径

110cm内外、深さ25cmの不整円形の掘り方の中に粘士を充填、その中央部に上径約40cm、底径約30cm、深さ

13cmの炉が 1基検出された。炉の内面は灰色で飴状に融解した鉄滓様の硬化面であり、時代は11世紀代と報

告されている。同類として本郷中谷津遺跡第 4号住居内炉址（海老名市）、向原遺跡39号住居址（平塚市）

が挙げられる。向原遺跡39号住居址は住居址とはなっているが3.OmX3. 3mの不整方形で、壁上を柱穴が

巡っておりやや特殊な様相を呈して、 2基の炉址を持つ。各遺構とも床面中央か、壁面付近に 1基ないし 2

基設搬されている様相は l類と変わらない。年代は 9世紀中から11世紀代と l類よりやや後出しているよう

に見受けられる。

なお、中荻野稲荷木遺跡第 1号竪穴住居址（厚木市）、六ノ域遺跡NH9号住居、真田・北金目遺跡群29

B区SI057 （平塚市）、西ノ谷遺跡R堅穴、 H2・6住（横浜市）も II類となる可能性はあるが、調査区外

へ続く、或いは他遣構等に切られる事により鼈の存在が判然としないため、 I類の可能性もあり除外した。

m類：大型竪穴遺構内にある鍛冶炉ー 3遣跡 3遺構から95基検出。

六ノ域遺跡 NHl鍛冶工房（平塚市） 東西13.Om、南北5.7m以上、深さ25cmの規模で検出されている。

炉は18基確認され、そのうち16基が 2基 1対で東西に並列。内径はほぼ40cm。操業は 9世紀中葉から後半以

↑
来

西ノ谷

1図 神奈川県内の製鉄・鍛冶関連追構検出迫跡
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降に始まったと報告されている。

同類として坪ノ内遺跡鍛冶工房（平塚市）は東西約12m以上、南北約 5m以上の長屋状竪穴に 2列に並ん

だ径40cm前後の円形鍛冶炉が70基検出され、時代は 8世紀末から 9世紀初頭と報告されている。六ノ域遺跡

NHl鍛冶工房と同様な規模や構造を呈しているが、時期的に坪ノ内遺跡鍛冶工房が先に操業していた事が

わかる。受地だいやま遺跡 J区テラス遺構（横浜市）は北壁約12m、西壁約5.Om、東壁2.3mの規模で検出

されている。追構内西側には床面積約10.6面の円形を呈する竪穴鍛冶工房址、東側には火床遺構が 7基検出

されている。時期は 9世紀末菓から10世紀中菓である。

w類：周囲に柱穴列のある鍛冶炉ー 1遺跡 1遺構から 1基検出。

及）1|天台遺跡 第2号鍛冶址（厚木市） 本址に関わるものとして周辺に 2間X2間の側柱式の建物址が

検出されている。炉を中心に小鍛冶作業場の上屋と考えられる。炉址は焼士が円形に残る個所が 3か所確認

され、焼士の下に硬化した面が認められる。硬化面は不整円形を呈し、中央のくぼみ部分も不揃いな凹凸で、

くぼみ部には薄く粘土を敷く。硬化面の規模は直径50cmと70cmの円形状が 2基、他の 1基は45cmX70cmであ

る。床面にロームで形を設け、簡単に粘士を張り付けて炉としている。周囲の柱穴列の規模は、東列3.0m、

西列2.8m、北列3.4m、南列3.5mを計る。柱穴は円形を呈し、直径45~65cmで深さは21~50cmである。椀

型滓を含む鉄滓、羽口片が出上している。時期は不明であるが、周辺の竪穴住居址の年代から、 9世紀から

10世紀代の中で営まれたものと考えられている。同類として明らかな遺構は今回の集成段階では確認できて

しヽなし‘。

v類：単独で検出される鍛冶炉ー 6遺跡10遺構から11基検出。

単独で検出される鍛冶炉は、大形で掘り込みや平場の構造を作り出しているものと、ほぼ掘り込みを持た

ずに炉底が被熱硬化しているものがある。

高林寺遺跡第 7地点SXOl鍛冶工房址（平塚市）は炉址が 2基検出されており、大量の鉄滓、靴の羽口、

須恵器甕、瓶等がまとまって出士した。 1号炉は断面U字型で平面形は舟形、 2号炉は浅い台形の断面で、

不整形を呈している。時期は 9世紀後半と報告されている。上谷本第二遺跡B-1地区 1号遺構（横浜市）、

池子遺跡群No.5地点 2号野鍛冶址（逗子市）も大形で掘り込みを持つ鍛冶炉である。

ほぼ掘り込みを持たずに炉底が被熱硬化しているものとして、笠間中央公園遺跡 1号鍛冶遺構（横浜市）、

六ノ域遺跡NHl鍛冶炉（平塚市）、西ノ谷遺跡鍛冶炉Fl~F4 （横浜市）、池子遺跡第 5地点 1号野鍛冶

址（逗子市）が挙げられる。池子遺跡の 1号野鍛冶址は炉床と考えられる部分から北約3.0mの位置にピッ

ト様の掘り込みが検出された。内部には多量の焼士及び炭化物と共に鉄滓が密に入っており、処理に係わる

残骸と考えられている。時期は 9世紀代と報告されている。 V類が検出される遺跡は県内全域に存在し、遺

， 

4. いて

てヽ

し
J どが川上してい

る ~h図． 出十． り）。
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金床石は六ノ域遺跡・神明久保遺跡 (No.215) から出上している。鍛造製品の製作を示唆するように竪穴

建物跡からの出士が目立つ。鉄滓は精錬滓か鍛錬滓かの判断はできない。推定国府域内の遺跡の出士量が突

出して多く、国府周辺域とは出士量に差がある。銅滓は神明久保遺跡で顕著な出士状況がみられるが、山主

A遺跡 (No.209)、四之宮山王B遺跡 (No.213)、六ノ域遺跡などでの出上量は少なく、国府域内において偏

在する。丁具類については鉄鉗が大会原遺跡・六ノ域遺跡 (No.58) で出士している。鉄鉗に比べ盤の出土

量は多いが、鍛冶炉を含む遺構とセットで出士する例は少なく、周辺の遺構からの出士が多いことが特徴で

ある。

出土遺物の分布傾向としては推定国府域内の北東側および中央から東よりで最も集中し、推定国府域周辺

ではまばらに分布する状況である。遣跡および遺物量の濃淡からおおよそ 3つのまとまりとして捉えること

ができる。

1つめは坪ノ内遺跡 (No.180) や隣接する六ノ域遺跡である。ここでは増渦•取瓶・金床石・鞘羽ロ・鉄

滓・銅滓・鉄鉗．竪といった遺物が出土した。

2つめは天神前遺跡 (No.204) と神明久保遺跡で、鉄滓・銅滓·輔羽口•取瓶・堅が出士している。

3つめは高林寺遣跡 (No.192) で、鉄滓・銅滓．輔羽口．竪が出士している。以上のまとまり全てから鍛

冶関連の遺構が検出された。

推定国府域周辺に関しては、遺物が特に集中する箇所として捉えられず、出土する遺物の種類が鉄滓のみ

の遺跡も少なくない。しかしながら東中原E遺跡 (No.155) は鉄滓・銅滓•取瓶を出士しており、周辺の遺

跡と比較して相対的に出上量が多い。その他報文のみであるが、隣接する新町遺跡 (No.192) は鉄滓と羽口

が出土している。いずれも鍛冶遺構は未検出であるが、この遺跡の周辺での操業が行われていた可能性は否

めない。

概ね鍛冶工房とされる遺構が検出されている地点では濃密に関連遺物が集中するが、それ以外では出上量

としては少ない。鍛冶関連遺物の分布は鍛冶遺構の分布と一致しており、遺構と遺物量は比例しているとい

える。

5. おわりに

これまで神奈川県内の鍛冶関連遺構の類型化と国府域における鍛冶関連遺物の様相について述べてきた。

神奈川県全体でのまとめには至らないが、平塚市、特に国府域とその周辺についての遺構と遺物について触

れ、結びとしたい。

国府域の鍛冶炉については、 W類を除くすべての類型が見られた。 I • II類は鼈の有無を除けば、通常の

と変わらない規模と構辺を持つ。川類は受地だいやまの例を除けば平塚の国府域に集中しており、

と同じく

れる

あるが、

を示してい

とでより と

くこ を
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『かながわの考古学』 16~20 正誤表

●かながわの考古学 16 

P57 

・秦野市

11 羽口 草山遺跡

P58 

・厚木市

15 羽口 及川天台遺跡

16~18 羽口 及川天台遺跡

19~23 羽口 及川天台遺跡

P59 

・逗子市

39~78 羽口 池子遺跡群

P61 

・秦野市

92~99 鉄滓草山遺跡

P62 

・厚木市

116 鉄滓及川天台遺跡

P63 

117 鉄滓及川天台遺跡

121 • 122 及川天台遺跡

123~125 鉄滓及川天台遺跡

P64 

・逗子市

鉄滓池子遺跡群

鉄滓池子遺跡群

●かながわの考古学 17 

P49 

•平塚市

H2号竪穴住居址→H2号竪穴建物に訂正

備考欄に 5点 (1点図化）

1号鍛冶炉、掲載以外に他9点あり

2号鍛冶炉、掲載以外に他47点あり

出土遺構は遺構外

備考欄にある「•他鉄滓21点中 8 点椀型」をトル

法 量長さ9.1 幅8.8 厚み4.5 重彙338g 椀型滓に訂正

備考欄 1,250gをトル

法量幅7.6 厚み3.1 重量194gに訂正

備考欄 1,250g→鉄滓718gに訂正

1号鍛冶炉出土 備考に鉄滓1,174gを追加

2号鍛冶炉

1号鍛冶

2号鍛冶

備考欄にその他として11,491g出土

備考欄に2,662点27,417.Sg追加 文献に『池子遺跡群VI』

備考欄に414点6,738.Sg追加 文献に『池子遺跡群VI』

2 取瓶四之宮山王B造跡 備考欄須恵器杯F12→12トル

3 取瓶四之宮山王B遺跡 備考欄須恵器坪F13→13トル

4 と 5の
取瓶四之宮山主B遺跡 S I 05 出上位置覆上 法葦長さ13.0 幅4.0 厚み5.0

間

遺構の時期10世紀第 3~4四半期 備考欄に須恵器・坪 F 追加

P51 

79 羽口神明久保遺跡 S I 20竪穴住居址 孔径欄 95.0トル

89 羽口 遺跡名 四之宮下郷遣跡→四ノ域遣跡に変更

下から二番目のセル

遺跡名 四之宮下郷遺跡→鹿見堂B遺跡に変更

一番下のセル

遣跡名 四之宮下郷遺跡→道半地遺跡に変更

P52 

99 羽口 四之官高林寺 S XOl 

P57 

ノ域追跡 15住

18 

P52 

6 神明久保遺跡 法景厚五l5.

8 鉄滓神明久保造跡 S I 08に変更

P52 

備考欄に鍛冶工房址追加

備考欄金床右 報文のみ

22~25 神明久保追闊 D 1 • SD D5 パSD01 • S D04誓

P53 

33 鉄滓構之内麿跡

34 鉄滓構之内遣跡

追構の時期 9侃紀中葉追加

造構の時期 9鼠紀後半追加
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神奈川県における古代の鉄(6)

35 鉄滓構之内遼跡

37 鉄滓構之内遺跡

38 鉄滓構之内造跡

法量長径4.2 短径4.8 厚み1.7 重量33.0g に変更

ピット216→ピット125に変更 重量89.2→89.4に変更

ピット216→l::゚ット125に変更

P54 

45 銅滓山玉A遺跡 遺構の時期欄時期不詳→9世紀中葉以降に変更

48 銅滓 四之宮山王B遺跡 備考に銅滓付須恵器坪片追加

48と49の間

P55 

山王B遺跡

51 鉄滓山王B遺跡

追構外 重量 208.3→283.0に変更

法量短径 [2.1]→ ［2. 6]に訂正

上から 6~21行目

鉄滓 高林寺造跡→六ノ域遺跡に変更

鉄滓高林寺遺跡 1区SDOl→ S D03に変更

鉄滓高林寺遺跡 2区ーSI 03 142→142.0に変更

上から22~33行目

鉄滓 高林寺遺跡→諏訪前A遺跡に変更

鉄滓高林寺遺跡 3 区— S I 12 397→397.0に変更

P56 

鉄滓 高林寺造跡→諏訪前A遭跡に変更

鉄滓 高林寺遺跡 3 区— P30 12→12.0に変更

鉄滓高林寺造跡 4区ーSI 32 35→35.0に変更

鉄滓高林寺遺跡 4区ーSK09 80→80.0に変更

鉄滓高林寺遺跡 4区ーSEOl 1,211→1,211.0に変更

P57 

上から 1~10行目

鉄滓 高林寺遺跡→諏訪前A遺跡に変更

上から11~15行目

鉄滓 高林寺造跡→四ノ域遺跡に変更

鉄滓高林寺遺跡 7区ーSBOl 36. 4→3.4に変更

上から16• 17行目

鉄滓 高林寺遺跡→ 通り西遺跡に変更

上から18行目

鉄滓 高林寺遺跡→林A遺跡に変更

上から20~26行目

鉄滓 高林寺遺跡→鹿見堂B遺跡に変更

上から27行目

鉄滓 高林寺造跡→ 道半地遺跡に変更

上から28• 29行目

鉄滓 高林寺遺跡→鹿見堂A遺跡に変更

鉄滓高林寺迪跡 16区— S K02→18区— S K02 

鉄滓高林寺遺跡 16区ーSK06→18区ーSK06 

上から30• 31行目

鉄滓 高林寺遺跡→ 道半地遺跡に変更

上から32• 33行目

鉄滓 高林寺遺跡→ 五合屋敷遺跡に変更

P58 

上から 1~6行目

鉄滓 高林寺遺跡→ 五合屋敷遺跡に変更

55の下のセル

鉄滓高林寺追跡

56 • 57の下のセル

重試109.Og >109. 4gに変更

鉄滓高林寺遮跡

P59 

麿構の時期欄 8侃紀～10侃紀→ 8侃紀～11侃紀に変更

65 

ら8番目のセル

鉄滓高林寺追跡

上から 9番日のセル

高林守遺跡

76 鉄滓高林寺直跡

82 鉄滓梶谷原A造跡

P60 

出十造構その他，

S XOl→S XOl • 02あわせて出上鉄滓283点21,338g、スラッグ498点4,949点に変更

02 備考781点トル

トル

P 184 重呈 180.0→83.0gに変更
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91 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径4.2 短径5.1 厚み3.2に変更

92 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径3.9 短径4.4 厚み2.4に変更

93 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径5.3 短径8.0 厚み3.0に変更

94 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径5.8 短径7.4 厚み2.3に変更

95 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径4.4 短径6.5 厚み2.2に変更

96 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径4.3 短径4.6 厚み1.6に変更

P60 

97 鉄滓稲荷前B遣跡 法量 長径5.8 短径7.8 厚み3.2に変更

98 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径5.0 短径6.1 厚み2.3に変更

99 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径6.3 短径6.9 厚み2.2に変更

100 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径4.2 短径4.0 厚み3.8に変更

101 鉄滓稲荷前B遺跡 法量 長径4.7 短径5.0 厚み3.1に変更

106 鉄滓六ノ域遺跡 一覧トル

107 鉄滓六ノ域遺跡 遺構の時期欄 7世紀後半～ 8世紀をトル

109 鉄滓六ノ域遺跡 NH30号住居 重量98.0g追加

P64 

※鉄滓・六ノ域遺跡・天神前遺跡第10地区追加

鉄滓六ノ域遺跡 NHl号鍛冶炉 報文のみ 33,377.9g 

鉄滓六ノ域遺跡 NH9号住 報文のみ

鉄滓六ノ域遺跡 NH26号住 報文のみ 7,303. 3g 

鉄滓六ノ域遺跡 NH27号住 報文のみ、粒状鉄滓

※NH4 • 5 ・13・14・22・24・28~31・33号住居から総じて20~50gの鉄滓出土している。

233 鉄滓 七ノ域遺跡 SKOl→ 1号上坑に変更

235 鉄 滓天神前遺跡第 7地点 1号竪穴住居址 法量 長径10.5 短径9.4 厚み4.1に変更

236 鉄 滓天神前遣跡第 7地点 1号竪穴住居址 法量 長径10.6 短径9.5 厚み5.3に変更

237 鉄 滓天神前遺跡第 7地点 1号竪穴住居址 法量 長径10.3 短径8.5 厚み2.8に変更

鉄滓 天神前遺跡第10地区 1号不明遺構.1号土坑． 32号溝状遺構追加

※概要報告の為、報文のみ

栗山雄揮1997『天神前遺跡第10地点発掘調査概要報告書』平塚市教育委員会

下から 7番目

鉄滓天神前遺跡

下から 6番目

鉄滓天神前遺跡

242 鉄滓天神前遺跡

P65 

255 鉄滓 山王久保遺跡

262~264銅滓東中原E遺跡

P66 • 67 

3号竪穴住居址

4号竪穴住居址

S I 07 

遣構の時期 9世紀後半

遺構の時期 9世紀中葉

重量 599.0→12.4gに変更

出土遺構 遺構外→第 1トレンチ遺構外に変更

遺構の時期 トル

265~313 『かながわの考古学20』に再録している為、 トル

P67 

下から 2番目に追加

銅滓 四之宮高林寺遺跡 SK02 重量66.5g 備考欄に12点追加

•横浜市

315 均塙西ノ谷遺跡 R竪穴・鍛冶炉 法量厚み0.6 底径3.5追加

P68 

316 均塙西ノ谷遺跡 R竪穴・鍛冶炉 法量器高5.1 厚み1.7 底径6.5 

317 均塙西ノ谷遣跡 R竪穴・鍛冶炉 法量底径6.5追加

319 埒塙西ノ谷追跡 墜穴・鍛冶炉 怯 脳径5̀3追加

321 均塙四ノ谷遣跡 田土追構に 1溝追加

322 士甘塙 四ノ谷遠跡 9-J地区 法呈底径6.7追加

323 均塙 四ノ谷遣跡 ， I地区 備考桐に須恵器追加

324 羽n 受地だいやま遺跡 J区竪穴鍛冶工房址 長さ (8.6) 幅 (7.6) 厚みふ 8 孔径 (2.1) に変更

羽n 受地だいやま遺跡 J区竪穴鍛冶工房址 法試 長さ (4.8) 幅 (6.0) 厚み3.6 孔径 (1.7) に変更

326 羽口 受地だいやま追跡 D区竪穴鍛冶工房叶 法呈 長 (3. 8) 幅 (4.0) 厚み2.0 孔径 (1.6) に変更

327 羽口 D 鍛冶丁房址 法呈 (1. 8) 幅 (1.8) 厚み1.8 孔径 (1.5) 

328 羽口 ＼やま選跡 区一括 法景 (6. I) 幅 (6、7) 厚み40 孔径 (L8) 

329 羽口 受地だいやま遣跡 l)区一括 法砒 さ (7.7) 輻 (8み 0) 厚み2̀8 孔径 (2.1) に変史

330 羽口 卜郷深出遺跡 出土追構 号北側杜孔状ピット→ 1月炉北側杜穴状 トに変更

333 羽n 世ノ谷道跡 出土位置に床而追加

334 羽n 四ノ谷遺跡 出上位置に床面追加
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P69 

338 羽口 西ノ谷遺跡

•川崎市

P69 

神奈川県における古代の鉄(6)

10-I（溝N) 法量 長さ8.6 幅7.5 孔径2.6追加

備考欄に被熱追加

340 羽口 大ヶ谷戸遺跡 2号竪穴住居址 法量 長さ (2.7) 幅 (6.5) 厚み2.1追加

鉄滓・銅滓の表ひながた部分の重要に（ g)追加

上から12番目のセル

上郷深田遺跡

341 鉄滓西ノ谷遺跡

上から15番目のセル

笠間中央公園遺跡

上から16番目のセル

笠間中央公園遺跡

上から17番目のセル

笠間中央公園遺跡

上から18番目のセル

笠間中央公園遺跡

上から19番目のセル

笠間中央公園遺跡

鉄滓追加 笠間中央公園遺跡

鉄滓追加 笠間中央公園遺跡

342 鉄滓北川表の上遺跡

343 鉄滓北川表の上遺跡

P70 

344 鉄滓北川表の上遺跡

種別部分鉄滓→鉱滓に変更

9-K  

1号鍛冶遺構

17号住居址

26号住居址

39号住居址

43号住居址

1号鍛冶炉

6号溝・遺構外

56号住

56号住

56号住

重量554.0→554.4gに変更

備考欄に椀型滓

種別部分鉄滓→鉄塊に変更

法量 長径6.5 短径3.5 厚み3.0 重量75.9 g追加

遺構時期 8世紀代トル

備考欄 本文記載のみ→委託分析記載のみ

備考欄本文記載のみ→写真のみ

備考欄本文記載のみ→写真のみ

法量 長径4.5 短径2.5 厚み1.5 重量19.0 g追加

備考欄 本文記載のみ→委託分析記載のみ

備考欄本文記載のみ→写真のみ

法量 長径5.5 短径4.5 厚み2.0 重量63.9 g追加

法量 長径4.0 短径4.5 厚み1.7 重量61.8 g追加椀型滓

法量 長径5.1 短径5.6 厚み2.8 重量88.7 gに変更

法量 長径3.9 短径2.8 厚み2.1 重量39.8 gに変更

法量短径3.3 厚み1.3 重量35.2 gに変更

345 鉄滓北川表の上遺跡 56号住 法量長径5.5 短径6.5 厚み2.9 重量123.2 gに変更

鉄滓・銅滓の表ひながた部分の重要に (g)追加

・川崎市

346 鉄滓 上麻生日光台遺跡

347 鉄滓 上麻生日光台遺跡

348 鉄滓 上麻生日光台遺跡

鉄滓 上麻生日光台遺跡

•横浜市

352 • 353 • 355 

鋳型上郷深田遺跡

●かながわの考古学 19

P49 

P50 

9 鍛冶八ノ域造跡

P51 

鍛冶大神前追銃

選構 7地点

鍛冶天神泊追跡
第7地点

天神仙選跡
第10地点

16 鍛冶高林直跡第 7地点

S I 10 法量長さ6.8→6.75に変更

備考欄に椀型滓追加

S B06 備考欄に椀型滓追加

S FOl 出士位置欄に埋積士中追加

H2号住居 備考欄 写真のみ掲載は 1点 追 加

遺構時期欄 9世紀前半代 トル

NII 1鍛冶炉

1号竪穴住居址

l g不明追構

【鍛冶遺構】→【製鉄・鍛冶関連遺構】に変更

出 1：造物に鍛磁剥片、椀型滓、粒状滓追加

• 3号鍛冶炉もあったが、壊されている記載を追加

南北2.3m >2. 9mに変更

出土遺物に鉄滓追加

6~9后堅穴仕后址 出土追物トル。直跡全休から多呈の羽口、鉄滓出士に変更

S XOl鍛冶工房址 出士道物に鉄滓、羽n追加
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P52 

20鍛冶池子遺跡群 1号野鍛冶炉 出土遺物に鉄滓追加
遺構 No.5地点

21 鍛冶池子遺跡群
2号野鍛冶炉 出士遺物に鉄滓追加

遺構 No.5地点

P53 

24鍛冶 受地だいやま遺跡 J区テラス状遺構 出士遺物に有足鍋脚部・土製品追加

遺構受地だいやま遺跡 D区鍛冶閑連第 1号土坑 開口部約2.9X2. 6m 

深さ100~20cm 追加

受地だいやま遺跡 D区鍛冶関連第 2号土坑 開口部2.4X2. 3m 
深さ50~15cm 追加

受地だいやま遺跡 D区鍛冶関連第 3号土坑 開口部90X80cm
深さ35~25cm 追加

P54 

25 鍛冶上谷本第二遺跡 B-1地区 1号遺跡→B-1地区 1号遮構に訂正

遺構

P55 

40鍛冶北川貝塚 楕円径→楕円形に訂正

遣構 9~10世紀→10世紀代に訂正

41 鍛冶笠間中央公園遺跡 1号鍛冶遺構 8世紀代→トル

遺構 17 • 26 • 43号住居址→鍛冶に関する遺構の記述なしの為削除

43 鍛冶権田原遺跡 9~10世紀→トル

遺構

下から 4行目

笠間中央公園遺跡 1 7 • 26 • 39 • 43号住居址 トル

●かながわの考古学 20

P65 

260 鉄塊向原遺跡 199号竪穴住居址 覆土下層 法量長さ3.5 幅2.5 厚み0.4~0.7に変更

261 鉄塊向原遺跡 199号竪穴住居址 覆土 法量長さ1.8 幅1.4 厚み0.9に変更

262 鉄塊向原遣跡 199号竪穴住居址 覆士 法量長さ2.8 幅1.4 厚み0.4に変更

263 鉄塊向原遺跡 199号竪穴住居址 覆土追加

※追構の時期は10世紀前半～中頃

【参考文献】

齊藤真一 2010『よみがえる古代東国の鉄文化』「相模国・南武蔵の鉄生産と鉄器の流通」東京・神奈川・埼玉埋蔵文化財

関係財団普及連携事業公開セミナー発表資料

冨永樹之 2004「神奈川における古代集落・官徊・寺の鍛冶ー神奈川の古代製鉄・鍛冶遺構一」考古論叢神奈河 第12集

平野卓治 2006「横浜市域の古代製鉄関連遺構」横浜市歴史博物館調査研究報告 第 2号

松崎元樹 2006「南武蔵の古代鍛冶関連遺跡と鉄器生産」武蔵野 第82巻第 2号

安間拓己 1995「古代の鍛冶炉ーその形態および鍛冶工程との関連についてー」考古学研究 第42巻第 2号

2000「古代の鍛冶遺跡」製鉄史論文集たたら研究会創立四0周年記念

※本文の執筆は川嶋実佳子・相良笑樹・腕訪間直子・西田真由子が、全体の編隻は相良芙樹が担当した。第 2図は川嶋、

諏訪間が、第 1・3~6図は相良が、正誤表は島橋香が作成した。正誤表作成に際し、

平安時代研究プロジェクトチーム各旦が行ったい第 2図は1/120で掲載

の存在が知られている上郷深田遺跡以外に比較となる新たな嚢料の報告はない。

も同様の理山から割愛する（紀要19、P47の第 5図を参照）。
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神奈川県の県央地域の中世遺跡(1)

中世研究プロジェクトチーム

はじめに

神奈川県には、武家の古都である鎌倉、関東一円を広く支配した小田原北条氏の本拠である小田原と、中

世を通じて主要な地域が所在する。鎌倉・小田原は中世史の重要性から、考古学による発掘調査や研究だけ

でなく、文献史学の研究も盛んである。県内では鎌倉・小田原以外でも中世遺跡は数多く見つかっており、

海老名市上浜田遺跡や綾瀬市宮久保遺跡など早くから注目されている遺跡も所在する。しかし、総じて見る

と、鎌倉・小田原の注目度が非常に高いため、それ以外の地域の研究は後手に回っている状況である。

近年、神奈川県内では大規模開発に伴う発掘調査が多く、特に県央地域では、資料の増加が著しいといえ

る。そこで本プロジェクトでは、この県央地域に主眼を置き、神奈川県内の中世を検討することにしたい。

まず、（ 1) として、県央地域の中世遺跡を検討するにあたり、発掘調査成果の基礎データを集成すること

にした。

例言

1. 神奈川県内の県央地域については、明確な地域区分があるわけではない。今回は紙幅の都合もあり、秦

野市、厚木市、大和市、伊勢原市、海老名市、座間市、綾瀬市を取り上げることとする。

2. 基礎データの集成には、平成27年3月までに刊行された発掘調査報告書を基本とし、それ以外の書籍に

ついては、情報入手可能な範囲でデータに加えることとしている。

3. 集成表の項目は以下のとおりである。

(1)遺跡名は、発掘調査報告書に記載されている名称を原則とし、一部現行の神奈川県埋蔵文化財包蔵

地台帳に基づき、文献とは異なる遺跡名を使用しているものもある。

(2)所在地は、発掘調査報告書に記載されている住所・番地を記載している。なお、合併により市町村

の変更があった場合は、新市町村に含めている。ただし、発掘調査報告書の記載を優先し、新住所・

新番地への変更は行っていない。また、複数地点や広範囲を調査したため、複数の番地が記載され

てし＼ と している。

されているもの としてい し、

ぁ

してし‘,,ジ＄

よっている。 り、

しているものもあ

してい



秦野市

遺跡名 所在地 遺跡の種別 立地環境 遺跡の概要 年代 文献

東田原中丸遺跡 東田原字中丸923番他
集落跡・

台地上 縄文・古墳時代、中・近世の複合遺跡で中世には埋葬遺構を確認。 中世 1 
居館跡

砂田台遺跡 南矢名165-1 集落跡 台地上
遺構・遺物ともに少ないが、農村集落と推定される中世遺構群が確

14c代 2 
認されている。

下大槻峯遺跡 ド大槻664他 集落跡 段丘上 中世の建物跡群と集石墓群を検出。 13c~14c代 3 

中里遺跡 l̂）大月字芦沢509-1他 集落跡 段丘上
縄文・古墳～平安時代の集落が発見され、中世～近世の遺構が確認

13c中葉～14c代 4 
されているが、中世期の遺構は判然としない。

不弓引遺跡 鶴巻字不弓引 生産跡 台地上
中世遺構は溝状遺構、ピットが少数発見されているが出土遺物がほ

13c~16c代 5 
とんどなく時期は明確ではない。

鶴巻．トノ窪遺跡 鶴巻字新野 集落跡 台地上 溝状遺構と焼士跡が発見されている。 13c後半～14c代 6 

北矢名南蛇久保遺跡 鶴巻字新野 集落跡 台地上 中世集落跡の一部を検出。 13c~14c代 7 

矢際 散布地 台地上 中世の多量の木製品などが出上している。 13c後半～14c代 8 

二條巻南造跡群

ご鶴巻席地先231他

集落跡 台地上
古墳時代前期、平安時代の集落跡が発見され、中世前半期の遺物と

13c~15c代 ， 
集落跡と考えられる遺構群が検出されている。

集落跡・
台地上

中世前期の掘克柱建物跡が多数検出され、在地領主の居館跡と推定
12c末～13c中頃 10 

居館跡 される。

集落跡 台地上 台地縁辺部に中世集落を確認。 中世 1 1 

東田原中丸遺跡 東田原
集落跡・

台地上
居館跡の範囲と中世後期の方形区画、北方で中世期の地下式坑や段

12c末～15c代 12 
居館跡 切り遺構を確認。

鶴巻南遺跡群大原遺跡
鶴巻4]^目 1518-1番地、 1520-6

集落跡 台地上 道状遺構や士坑を検出しているが該期の出士遺物は認められない。 中世 13 
番地

烏暗遺跡 鶴巻南一丁目 1617番1ほか 集落跡 台地上 中世遺物を少量含む溝状遺構が発見されている。 中世 14 

大岳院遺跡 尾尻・明星 集落跡 台地上
旧石器時代～近代にかけての複合遺跡で市内でで初めて旧石器が確

中世 15 
認された遺跡であり、中世では土坑 1基を確認。

東田原中丸遺跡
東山厠水口 1068番地・東田原 集落跡・

台地上 居館跡に関連する遺構が検出。 12c末～15c代 16 
消水1131番地 居館跡

水神遺跡 今泉字L河原渕70番外68筆 集落跡 台地上 縄文時代中期、奈良•平安時代の集落跡、中世後期の遺構群を発見。 16 C前半 17 

今泉荒井遺跡 今泉字上河原渕70番外68筆 集落跡 台地上
縄文時代中期の配石遺構、古墳～奈良•平安時代の集落跡、中・近

中世 18 
世期の土地利用を確認。
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厚木市

所在地 遺跡の種別 立地環境

小野 居館跡 河岸段丘上

_＿墓

台地上

河岸段丘上

微高地

長谷1549番地1外

東町二番

集落跡 丘陵

集落跡・
町屋

微高地

言`｀`三塁／：□~文献

大山街道の宿場町厚木宿中核の中世から現代までの変遷を確認。 15c後半～16c代

2
-
3
 
4
 

5
 

6
 



戸室茅林遺跡第 1地点 戸宰字茅林1018番1ほか 集落跡 台地上
平安時代末～中枇期にかけての溝状遺構などの地境と考えられる遺

中世末 7 
構を確認し、近世には畑地へと変遷する。

戸室茅林遺跡第 2地点 戸宇字茅林1010番1、1010番8 集落跡 台地上
平安時代末～中世期にかけての溝状遺構などの地境と考えられる遺

13c代 8 
構を確認し、近世には畑地へと変遷する。

愛甲宿遺跡第 2地区 愛印字宿1066番地ほか 集落跡 台地上 弥生時代後期の環深の一部、平安時代・中世の集落跡を発見。 14c以降 ， 
下1]［沢駒飼遺跡 下古沢257-1外 集落跡 丘陵上 縄文時代～中世までの遺構・遺物とそれぞれの集落を確認。 15c以降 10 

小野公所遺跡第 2地点 小野字公所732-2外 集落跡 河岸段丘上
平安時代の集落が主体となる遺跡で平安時代末～近世にかけて各期

中世 11 
の溝状遺構を検出している。

旭町川田前遺跡 旭町→「目 1261外 集落跡 自然堤防上 古墳時代中期から近世に亘る遺構群を検出。 13c後半～15C代 12 

御屋敷添遺跡第 1地点 愛甲275番5外 集落跡 丘陵上 中世期の上坑6基が検出され、 1基より刀子と銭貨が出土している。 中世 13 

御屋敷添遺跡第地点 (No。1) 愛甲字御屋敷添365他
集落跡、

台地上
礫集中から豊富な鉄製品が出土しているが、中世の明確な帰属時期

中世 14 
墳墓跡 は不明瞭。

御屋敷訴遺跡第4地点 (l'io2) 愛甲字御屋敷添411-1他 集落跡 台地上 道と土坑が検出され、中世に帰属すると推定されている。 中世 15 

御屋敷添遺跡第 5地点 (No,44) 愛甲字御屋敷添402-1他 集落跡 台地上 中世の礫集中、土坑などが検出されている。 中世 16 

63I 

小野拉木遺跡 小野字吃木1224番ー19 寺院跡 台地上
中世後期から近世にかかる遺構と遺物を検出し、寺院境内域の一画

15c後半～16c中頃 17 
と推定されている。

曽野悩 1遺跡 長谷字曽野1549番1 墓 丘陵上
地下式坑内にある士坑状の落ち込みから人骨が出士し、士坑から北 15世紀末～16世紀

18 
宋銭が6枚出土しているなど中世期の墓の可能性が考えられる。 前半

恩名沖原遺跡 恩名字沖原1582-3他 集落跡 丘陵上
縄文時代早期～中期にかけての集落と古墳時代帥期～中近世にかけ

13c前半頃 19 
ての集落を発見。

宮の里遺跡 船十字宮の里1565-2外
集落跡・

台地上
弥生時代後期の大規模環濠集落が確認され、遺構外から鎌倉時代の

中世前半 20 
古墳 和鏡が木製容器内より出士している。

中依知遺跡群 中依知先403他
集落跡、

河岸段丘上
段丘平坦面に地下式坑群が造られ、大量の埋蔵銭や人骨、石製品、

13c~15c代 21 
地下式坑 有機物などが出土している。

集落跡 沖積微高地上
溝に区両された居館を含む14~ 15世紀を中心とする集落を発見し

14c~15c代 22 
ている。

目869番3外 散布地 台地上
年代を特定する遺物の出士は認められないが、近隣の調査結果から

中世 23 
中世の区画溝と考えられる溝状遺構などが確認されている。

苓浙)-＿平ケN)罪浄華蛸3丑碑誨票(1)

415番外 集落跡 台地上
弥生時代後期と古墳時代後期の竪穴住居跡、中世居館の区各施設等

16c代 24 
を発見。

博1974番11外 散布地 沖積微高地 弥生時代から中世以降にかけて溝が検出されている。 中世 25 

遺跡名 所在地 遺跡の種別 立地環境 遺跡の概要 年代 文献

公所横穴群 墓 急斜面
横穴墓5基には共通して地下室が作られており、 1基よりかわらけ 中世前期 13~14c 
等が出土している。 か

1 

深見城跡 深見74他 城郭 台地縁辺部
出土遺物は少ないが、堀や土塁、郭をつなぐ土橋など中世後期の城

中世後期 16cか 2 
郭遺構が確認されている。

台[.[」遺跡 ド鶴間乙三号2047-9他 集落跡 台地上
旧石器·縄文•平安時代～近世に旦る遺跡で、中世では土坑·溝状

中世後半
遺構が検出されている。

3 

上和田城山遺跡 l：和田2557 城館跡 台地上
上和田城に関連した施設であった可能性が考えられる溝状遺構など

中・近世 4 
が確認されている。



甲四号727-2外 城館跡 台地上
13世紀から19世紀の遺物が出土し、 15・ 17世紀代を中心とした居館
址や砦と推定される遺構が発見されている。

I 15c代 5
 

城館跡・
鋳造跡

河岸段丘上 中・近世の梵鐘鋳造址や居館址を発見している。 15c後半～16c末 6
 

集落跡

田字中ノ原927-2ほか 集落

丘陵縁辺部

相模野台地上

相模野台地上

台地上

遺物の出土は認められないが、覆土の観察・掘り込み面から中世と
判断される。

12c~16c代

言言::慶戸［［こニェ；。ない文化層か発見さI:；：二～；6世紀代

掘立柱建物など古代の集落が検出され、中・近世の道状遺構は遺跡
西側に現存する旧滝山街道の可能性が考えられている。

I中世後半

7
 

城館跡

集落跡

8
 

，
 
10 

伊勢原市

遺跡名 所在地 遺跡の種別 立地環境 遺跡の概要 年代 文献

下糟屋地区遺跡群 下精屋字上町並2251-2ほか 散布地
伊勢原台地の東

中・近世が中心となる遺跡で、大規模な堀状遺構が発見されている。 16c代
側縁辺部

伊勢原上粕屋団地内遺跡 上粕屋369-1外 耕作地 台地上
東西方向の谷が埋没していく上で形成された遺跡で、縄文時代・平

中世 2 
安時代・近世の遺構が検出されている。

集落跡 台地上 中世の礫集中、溝などが検出されている。 中世 3 

集落跡 台地上
中世前半の遺物が出土し、中世遺構と考えられる土壊墓が発見され

13c~15c代 4 
ている。

集落跡 台地上
13世紀代の遺物が少量出士しているが、中世に帰属する明確な遺構

中世 5 
は断定されていない。

集落跡 台地上 古代～近世の道路と中世を除く遺構が発見されている。 14c代？ 6 

目2356-1ほか
集落跡・墓

台地上
中世の開発に向けた集落編成の一端に居住域と考えられる遺構が発

中世後半 7 
地・その他 見された。

集落跡 台地上 縄文時代が主体となり、古代・中批の遺構が僅かに発見された。 中世 8 

集落跡 台地上 16世紀以降の道状遺構が検出されている。 16c以降 ， 
館跡、

台地上 14世紀中頃の館跡とその周辺に点在する遺構群を発見。 14c中頃 10 
集落跡

集落跡 台地上 13世紀中葉から15世紀後半を中心とした集落を発見。 13c中葉～15c後半 11 

集落跡 台地上 15世紀後半から16世紀中葉にかけて掘立柱建物の変遷がみられる。 15c後半～17c頃 12 

屋字小山250-5他 台地上
中世末の城塞施設糟屋館とされる丸山城の外郭施設の一部と思われ

中世 13 
る溝を発見。

宮字中初川998-1他
集落跡、

台地上 中世の円形礫集中を検出している。 13c代 14 
墳墓跡

集落跡 台地上
中世から戦国時代までの士地の区画利用や出士遺物から中流階級の

13c~16c代 15 
地方武士団が居住していた可能性がある。

集落跡、
台地上

縄文～古墳時代の集落が発見され、中世では土坑が多数検出されて
中世 16 

墓域 いる。

集落跡 台地上 中世期は道状遺構が中心で、出士遺物は希薄である。 中世 17 

下谷戸1100他 集落跡 台地上
縄文時代から古代にかけての集落が発見され、中世では古墳時代か

13c~14c代 18 
ら続く旧河道と集落の一部を検出。

丸山2210-1ほか 城館跡 台地上 中世城郭丸山城関連遺跡として位置づけられる。 15c~16c 19 
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下糟屋字上町並2253ほか

c| 
下糟屋字下北ノ根2002外

中字万代431-1他 ー集落・墓地・
耕作地

低位段丘

集落跡、
散布地

台地上

中世城郭丸山城関連遺跡として位置づけられる。

方形区画内掘立柱建物址群と関連する遺構群が発見される。

15c~16c 

戦国時代～中世後
半

中世期には井戸、区画溝を中心として2つの遺構群があり、 2カ所叫
上に屋敷地が存在していた可能性を指摘される。

13c~15c代

20 

21 

22 

下糟谷地内 城館跡

地
1伊勢原市下糟谷地内

桜台・丁目479-1、481-1

桜台・~丁目472-3

城館跡

城館跡

集落跡

集落跡

東大竹688番他 集落跡

板戸字宮ノ前588-1

石川字峯605番地 3ほか 集落跡

6

5

I

 

岡崎字天神下6940番地 2

伊勢原一丁目 131番地

板戸599-1、617番地

卜糟犀字丸山2、191-1番外

ド糟屋字丸山2191-1外

西宮1酋l字向畑106番1

181、2,202他

集落跡

集落跡

集落跡

集落跡

城郭

城郭

集落跡

集落跡

城館跡、
集落跡

集落跡

低位段丘

低位段丘

低位段丘の緩斜
面

台地上

台地上の緩斜面

台地上

台地上の緩斜面

台地の末端

台地上

台地上

台地上

台地上

台地上

台地上

台地上

台地上

谷戸

望嘉正認窒芸曇底主全［三i三王否王長／i三玉品；云三三云デ］主歪竺：□:：：

戦国時代～中世後

中枇の切り土状遺構（性格不明） 1カ所を確認し、岡崎城との関連
が窺われる遺構と指摘されている。

l12c~15c代

奈良•平安時代の集落が発見され、中世では溝状遺構など士地利用
が希薄となる。

l13c末～14c前半

弥生時代～平安時代までの遺構が確認され、中・近世の土坑・ピッ
トと思われる遺構が多数検出されている。

沖世以降

室町時代から戦国期、江戸時代後期以降の 2枚の遺構面を検出し、
後者では屋敷地区画の溝などが確認されている。

室町時代～戦国期

旦三［三［三詈i［言三三：I巴［戸
同上。

古代の掘立柱建物や和同開弥などが出士し、切士整地層から灰釉．
緑釉陶器が多く出土している。

中世

縄文時代中期の集落跡や古代の道路状遺構を検出している。 中世前期

丸山城の北側外郭の堀周辺や内郭の堀割周辺の遺構群が検出され
た。

14c後半～15c代

底面に硬化範囲のある溝状遺構を確認。 中世

谷地の埋没部を利用した道状遺構が検出され、谷の肩部に掘立柱建
物が所在する。

13c後半～15c代

丸山城に関連する居住域や墓域と多数の地下式坑を発見。 23 

24 

1711-8番地他

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 
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中世後期 35 

36 

37 

38 

台地上 39 

40 

谷戸 中世期には地下式坑群が展開する。 13c後半～15c代 41 

東富岡地先

上粕屋地先 散布地

谷戸

谷戸

段切り上に上屋を持つと思われる竪穴状遺構などを発見。

ピット群が検出されるも詳細は不明である。

13c後半～15c代

中世

42 

43 
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1454-9番他、上粕屋
集落跡 台地上

現存する大山道の古い経路であると考えられる中世の道状遺構は側
中世 44 

地 溝を有し、銭貨が出土している。

先 集落跡 丘陵上 埋没谷肩部を整地し、掘立柱建物が検出されている。 中世 45 

先、粟窪地先 集落跡 台地上 遺物は確認されていないが、溝や畝などの耕作跡を検出。 中世 46 

先 集落跡 丘陵上 竪穴状遺構などから磁器類がまとまって出士している。 13c~14c代 47 

集落跡 台地上
中世遣物は少量だが溝状遺構、竪穴状遺構、井戸などの遺構を確認

16c代 48 
している。

居館跡 段丘上 鎌倉時代後期から南北朝時代にかけての大型の掘立柱建物を検出。 13c後半～14c代 49 

寺院 山裾部
寺院関係の成果は得られていないが、溝や柵列などの区画遺構が発

13c~15c代 50 
見されている。

集落跡 台地上
13世紀後葉～ 16批紀前葉の遺物が出士し、中世初期に士地利用が

13c後葉～16c前葉 51 
行われていた。

、西富岡地先 集落 台地上
低地際の広範囲に掘立柱建物や井戸などの遺構群が確認されてい

14c~15c代 52 
る。

集落跡 丘陵上 埋没谷際の平場から竪穴状遺構や井戸、多数のピットを検出。 中世 53 

集落跡 丘陵上 中世の円形土坑が検出されている。 中世 54 

丘陵上
13世紀から14枇紀代に帰属するの石敷道路状遺構が発見されてい

13c~14c代 55 
る。

段丘上 竪穴状遺構や土坑、杭列などが検出されている。 中世 56 

段丘上 埋没谷上に中世遺構群が展開する。 中世 57 

城館跡 扇状地上
中世期には竪穴状遺構や溝状遺構などを検出し、 13世紀後半～14

13c後半～14c前半 58 
世紀前半を主体とした磁器類が少量出土している。

集落跡 扇状地上
中世遺物が少量出土し、扇状地を造成した段切り状遺構と2体の人

12c末～14c前半 59 
骨を埋葬した士坑墓などが成果として挙げられている。

扇状地上
区画を有する溝状遺構や中世初期の遺物がみられることから上杉氏

13c~15c代 60 
に関連する有力層の存在が推測されている。

集落跡、
埋納銭 (4747枚）が出土し、地下式坑では排水路としての溝が連結

上粕屋・秋山．卜遺跡 上粕屋2905番1外
散布地

台地上 された例が確認され、居館と密接なつながりのある遺跡と推定され 15c後半～16c後半 61 
る。

神成松遺跡第 7地点 上粕屋1402-2他
集落跡、

扇状地上
中世では東西方向の溝状遺構群を検出し、中世初期の遺物が出士し

中世 62 
散布地 ているが、構築年代は定かではない。

上粕屋・和田内遺跡（第4次調
上粕屋2916-1番地他 集落跡 台地上 中世前期の掘立柱建物などを検出。 中世前期 63 

上粕屋・石倉中遺跡（第 3地点） 上粕屋 集落跡 台地上
大山に向かって伸びる「青山通り」北東側に屋敷の存在が明らかに

中世後半 64 
なっている。

四富岡・向畑遺跡 西富岡地先 集落跡 丘陵上 現農道直下より石敷き路が検出され、 16世紀頃から構築された様相。 16c頃 65 

粟窪・林台遺跡、粟窪・林遣
東冨岡地先、粟窪地先 集落跡 台地上

近隣の中世遺構の分布が本調査によって広がっていることが明らか
14c後半～16c代 66 

跡 になった。

東宮岡・南ーム間遺跡 東宮岡240外 集落跡 丘陵上
中世では鍛冶関連の遺構や遺物が検出され、罫書きされた硯などが

中世 67 
出土している。

千易・中川原遺跡 子易地内 段丘上
中世の呪符木簡が出士し、市内で初めての出士事例として貴重な資

中世 68 
料として注目される。

研勢原市No,163遺跡 子易字南澤161外 段丘上
中世面では近接の訓査結果と同様に道状遺構や弧状石列が検出され

中世 69 
ている。
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口 跡 名 □ 所在地 遺跡の種別 立地環境 遺跡の概要 年代 文献

散布地、
微高地

表土下の遺跡全体に河原石が厚く散在する荒廃地の状況をホし、部
中世

集落跡 分的に河原石が種まれている。
1 

本郷遺跡
本郷2274（富士ゼロックス海 集落跡、

台地上
旧石器～中世に至る複合遺跡で、中世には方形区画内の居館跡が発

老名事業所内） 居館跡 見されている。
中世 2 

本郷遺跡
本郷2274（富士ゼロックス海 墓域、

台地上 火葬墓l基より骨片と銅銭が検出されている。
老名事業所内） 集落跡

中世末 3 

本郷遺跡
本郷2274（富士ゼロックス海 募域、

台地上 土坑墓6基が検出され、かわらけ・銭貨が出土している。
老名事業所内） 集落跡

中世末 4 

本郷中谷津遺跡 本郷地区学習等供用施設内 集落跡 台地上
弥生時代後期・古墳時代・奈良•平安時代の集落跡が発見され、中

15c中頃～後半 5 
世では集城などが確認されている。

本郷遺跡 本老名郷2事2業74所（富土ゼロックス海 募域、
台地上

旧石器～中世に至る複合遺跡で、中世以降には墓域とする一画が検
内） 集落跡 出されている。

中世 6 

四大縄遺跡 河原口 11091 水田跡 河岸段丘 海老名地域で初めて調査された水田跡が確認されている。 13c前半～15c代 7 

国分尼寺北方遺跡 上今泉2丁目 1493-1外 集落跡 台地上
弥生時代中期後半の墓域と平安時代の集落が主体となり、中世では

中世 8 
遺物が少量出土しているのみである。

本郷遺跡 本老名郷2事2業74所（富士ゼロックス海 墓域、
台地上

1日石器～中世に至る複合遺跡で、中世以降には溝状遺構が多く検出
内） 集落跡 されている。

中世 ， 
国分尼寺北方遺跡 f：今呆3丁目 1523番地他 集落跡 台地上

古墳時代前期、平安時代の集落が発見され、中枇期には溝状遺構や
中世 10 

士坑が確認されている。

大谷市場遺跡 大谷市場3960番地外 集落跡 丘陵上
古墳時代後期～奈良時代を中心とする大規模集落を確認し、中世期

中世 11 
段階の遺構・遺物を少量確認している。

旧沢梱687番地他 集落跡 自然堤防上 中・近世の掘立柱建物や溝を検出している。 12c末～15c前半 12 

I本郷中谷津酒跡第］4次調査 1本郷字中谷津2700-1外8筆 集落跡 台地上
弥生時代末～古墳時代後期、奈良平安時代の集落跡が過去の調査で

14c後半～15c中葉 13 
確認されている変遷と合致し、中世では区画溝が検出されている。

望地遺跡第 8次調査 望地二丁目355番ほか 集落跡 河岸段丘
縄文時代中期の集落が主体となり、 11世紀後半～ 12世紀末に比定

中世 14 
される遺物が出土している。

中野桜野遺跡 中野字月之浦349-2番地 集落跡 自然堤防上
古墳時代、中枇、近世の土坑やピットと僅かな遺物が確認されてい

中世 15 
る。

跡堀遺跡 門沢橋1834他 集落跡 自然堤防上
礎板を持つ掘立柱建物跡を含むピット群や区画溝、井戸など居住関
連の遺構が発見され、 12世紀代からの遺物が出士しているが、 13~12c~15c代 16 
15世紀にかけて中心となる遺構が多い。

中野桜野遺跡 1中野13-1他 集落跡 自然堤防上
中世では現在の地割に関係する建物跡や区画溝に推定される集落構

12c末莱～15c代 17 
造の一端が明らかになっている。

跡堀遺跡 門沢橋705他 集落跡 自然堤防上
中世では過去の調査成果からある一定の区画として考えられる溝状

中世 18 
遺構が確認されている。

上浜田遺跡 大谷北二丁目3942番4他 集落跡 丘陵上
中世遺物が出土する溝状遺構を検出し、周辺の調査成果と同様の遺

中世 19 
構と考えられる。

礼家宇治[l」遺跡 杜：家3636-1他 集落跡 自然堤防上
15 ~ 16世紀の屋敷地に伴う遺構群と考えられる掘立柱建物や区画

15c~16c代 20 
溝が発見されている。

河原口坊中遺跡第 5次潤査 河原口 17 集落跡 自然堤防上
13世紀代の出土遺物と共に区画内に掘立柱建物が認められ、一般的

13c代 21 
な集落とは異なる様相を示す。

9匹 9躙 X卑旦』 「門沢橋705ほか 自然堤防上 中世の溝状遺構や井戸が検出されている。 中世 22 
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河原

河原

河原

集落跡・
古墳

集落跡・墓
域・旧河道

1自然堤防上

集落跡、
散布地

河原

1147番地他

52番地他

字坊中14外

自然堤防上

自然堤防上

58 2、155-2、163, 254 
, I集落跡 自然堤防上

13 • 14世紀の遺構群が検出され、溝状遺構に区両された屋敷地の様
相を呈する。

I 13c中頃・14c代

中世に帰属する遺構や遺物はある程度確認されているが明確ではな

し‘。
I 15c~16c代

方形区画と推測される溝状遺構が検出され、中世期の有力者の存在
がうかがえる。

I 14c代

硬化面を伴う掘立柱建物や13世紀代の遺物の纏まりから在地領主の
関連が示唆される。

I 12c後半～16c代

23 

24 

25 

26 

座間市

ャンプ地内

ャンプ座間内

遺跡の種別

集落跡

集落跡

立地環境

台地上

丘陵上

遺跡の概要

縄文•平安時代、中近世の集落跡を発見している。

中世では何らかの区画を有する溝が検出されている。

年代

14 C ~16c代

中世

文献

1 

2 

綾瀬市

681 

遺跡名 所在地 遺跡の種別 立地環境 遺跡の概要 年代 文献

I期 (13世紀前半）、 II期 (13世紀後半～ 14世紀代）にかけて渋谷
堀淵2031番地 居館址 台地上 館址での早川領主を棟梁とした集団に属すると推定される中世遺構 13c前半～14c代

群が発見されている。

城跡 台地上 早川城のトレンチ調査から堀切や士塁などの城郭遺構を確認。 中世後半 2 

山1627-2外 集落跡 台地上
縄文時代早期、平安時代の遺構が検出され、中世前半の溝や地下式

13c後半～14c代 3 
坑が発見されている。

城跡・墓跡 台地上 斜面部の調査で堀跡や板碑が出土し墓跡の痕跡も窺える。 中世後半 4 

水 城跡 台地上 縄文時代～中近世の複合遺跡。 中世 5 

ムロ 墳墓 台地上 板碑が出士し市内最大の点数を占める。 中世 6 

師谷 墳墓 台地上 蔵骨器が出土し、中世渋谷氏の墳墓と想定されている。 中世 7 

水896-1 台地上
早川城の存続期間の後半段階に城域南東側に近接して形成された遺

14c後半～15c前半 8 
構群を検出。

包蔵地 台地上 古代～中世にかけて、掘立柱建物や溝状遺構などが検出されている。 中世 ， 
集落跡・
散布地

台地上 土地区画と考えられる中世の溝や8~9世紀の集落を発見。 16c代 10 

城跡・ 早川城址に関連する土塁や堀切が確認され、中央との結び付きが想

集落跡
台地上

定される8~9世紀代の集落が検出されている。
中世後半 11 
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54 新山保和 2014『年報21平成25年度』公益財団法人かながわ考古学財団

55 井辺一徳 2014『年報21平成25年度』公益財団法人かながわ考古学財団

56 井辺一徳 2014『年報21平成25年度』公益財団法人かながわ考古学財団

57 井辺一徳 2014『年報21平成25年度』公益財団法人かながわ考古学財団

58 麻生順司・香川達郎・坪田弘子・宍戸信悟 2014『神成松遺跡第 4地点』神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書20

株式会社宝川文化財研究所

59 野尻義敬・相川薫・山本典幸・金井慎司ほか 2014『神成松遺跡第 5地点』神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書23

株式会社パスコ

60 宍戸信悟・大坪宣雄・帷井三了＾ •田村艮照 2014『神成松追跡第 3地息』神奈川県挫蔵文化財発掘調査報告占25

有限会社吾妻考古学研究所

61 竹内順ー・園村維敏・山本典寸戸中尾七瓜・宍戸に吾 2015『上粕屋・秋山上遺跡」神奈川県埋蔵文化財発掘調査

報告書29 株式会社パスコ

62 香川茫郎・小林義典・丸吉繁＾ •金子浩昌・斎藤式上 2015『神成松遣跡第 7地点」神奈川県埋蔵文化財発掘調査

報告書30 株式会社に川文化財研究所

63 松葉祟 2016『年報22平成26年度』公益財団法人かながわ考古学財団

64 菊川英政 2016『年報22‘に成26年度』公益財団法人かながわ考古学財団

新開屈史 2016『年報22平成26年度』公益財団法人かながわ考古学財団

2016『什報22平成26年度』公益財団法人かながわ者古学財団

村松篤 2016『年報22平成26年度』公益財団仏人かながわ考古学財団

68 野板知広 2016『年報22平成26年度］公益財団法人かながわ考占学財団

69 野坂知広 2016『年報22平成26年度』公益財団法人かながわ考占学財団
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海老名市

1 赤星直忠 1980『海老名市上郷中世墓群調査概報埋骨場所と造立板碑との関係海老名市大谷中世火葬墓』神奈川

県埋蔵文化財調査報告19 神奈川県教育委員会

星野達雄 1986『海老名本郷 (V)』富士ゼロックス株式会社・本郷遺跡調査団

星野達雄ほか 1989『海老名本郷 (VII)』富土ゼロックス株式会社・本郷遺跡調査団

小出善治ほか 1992『海老名本郷』富上ゼロックス株式会社・本郷遺跡調査団

荻上由美子・小林克利 1994『神奈川県海老名市本郷中谷津遺跡埋蔵文化財調杏報告書』本郷中谷津遺跡調査団

後藤喜八郎・大坪宣雄・小林克利・守屋照代 1998『海老名本郷 (XV)』富士ゼロックス株式会社・本郷遺跡調査

団

齋木秀雄・瀬田哲夫・佐藤仁彦 1998『神奈川県海老名市四大縄遺跡第 2分冊』鎌倉遺跡調査会（中批遺跡研究会）

調査報告 3 海老名市 No.47遺跡発掘調査団

北原賓徳 1999 『神奈川県海老名市国分尼寺北方遺跡—第20次調査―』国分尼寺北方遺跡第20次調査団
伊東秀吉・大坪宣雄・小林克利・守屋照代 2000『海老名本郷 (XVII)』富土ゼロックス株式会社・本郷遺跡調査

団

秋山重美・ニツ橋正夫 2002『国分尼寺北方遺跡第25次調査発掘調査報告害』玉川文化財研究所

相原俊夫•河合英夫・秋山重美・北平朗久 2003『大谷市場遺跡発掘調査報告書』大谷市場遺跡発掘調査団

千田利明 2007『門沢橋跡堀遺跡ー市道10号線付け替え工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（その 2)報告書』有限会

社ブラフマン

滝澤亮・小池聡・菊池良之 2007『神奈川県海老名市本郷中谷津遺跡第14次調査』株式会社盤古堂

小林晴生•石川真紀・坪田弘子・中山豊 2007『望地遺跡第8次調査発掘調査報告書』玉川文化財研究所

高杉博章・柳川清彦 2008『中野桜野遺跡発掘調査報告書』株式会社アーク・フィールドワークシステム

櫻井真貴・有馬多恵子 2009『跡堀遺跡 I』かながわ考古学財団調査報告237

阿部友寿•井関文明ほか 2009『中野桜野遺跡』かながわ考古学財団調査報告231

植山英史・櫻井真貴 2011『跡堀遺跡1I』かながわ考古学財団調査報告277

浅賀貴広 2011『神奈川県海老名市上浜田遺跡第6次調鉦』株式会社盤古堂

齋藤真ー・高橋香•宮坂淳ー・三瓶裕司・吉田映子・能芝勉・岡稔 2011『社家宇治山遺跡』かながわ考古学財団

調査報告264

渡辺清史・脇本博康・丸吉繁一

文化財株式会社

川嶋美佳子 2014『年報21平成25年度』公益財団法人かながわ考古学財団

阿部友寿・高橋香・大塚健一•吉田政行・三橋勝・澁谷正信・鈴木次郎 2014『河原口坊中遺跡第4次調査』かな

がわ考古学財団調査報告300

飯塚美保・高橋香・松莱崇・宮坂淳一・加藤久美

告204

市川正史・渡辺務・丸吉繁ー 2014『河原口坊中遺跡第 5次調査』神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書24

社アーク・フィールドワークシステム

池田治•宮井香・後藤喜八郎・飯塚美保·加藤久美・鈴木次郎・柏木善治

ながわ考古学財団調査報告307

2

3

4

5

6

 

7
 

8

9

 

10 

1 1 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

2013『河原口坊中遺跡第 5次調査』神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書14 国際

2014『河原口坊中遺跡第 1次調査』かながわ考古学財団調査報

株式会

2015『河原口坊中遺跡第 2次調査』か

座間市

1 小山裕之•佐々木竜郎・中山豊

査団

松田光太郎・谷正秋・中田英•吉田政行

2000『米軍キャンプ座町内遺跡発掘調査報告書』米軍キャンプ座町内遺跡発掘調

2
 

2004『山ノ神遺跡・鷹見塚遺跡』かながわ考古学財団調杏報告171

綾瀬市

l 國平健三・市川正史

ンター

綾瀬市教育委員会 1990『早川城 I』早川城跡調査会

比留川聡・小滝勉・岩田明広 1991『五所神社遺跡発掘調査報告書ー市道518号線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査ー』綾瀬市教育委員会・五所神社遺跡発掘調査団

金子浩昂•井卜洋一 1993『早川城川』綾瀬市・早川城跡調査会

石丸煕・金了浩彦・下 1日裕久•井卜洋一・小滝勉 1997「口＾川城跡発掘調査報告苫」口＾川城跡調査会

石丸熙・金了浩彦・下山裕久•井卜洋一・小滝勉 1997『旱川城跡発掘訓査報告占」旱川城跡訓査会

石丸熙・金 f浩彦・下山裕久•井上洋一・小滝勉 1997「早川城跡発掘調査報告書」早川城跡調査会

中村哲也 2002『早川天神森遺跡発掘調杏＾報告害」早川城山地区遺跡許発掘調介団

吉田政行・阿部友寿・岩田直樹・木村吉行 2003『吉岡遣跡群X』かながわ考占学財団調杏報告153

矢島國雄・小滝勉•藤波啓容・中村真理 2011『早川城山造跡（早川城跡）』綾瀬巾埋蔵文化財調査報告 8

1988『宮久保遺跡11』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告15神奈川県立埋蔵文化財セ
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l l 矢島國雄・小滝勉•藤波啓容・中村真則

市教育委貝会

2011『口川城lII還跡（口川城跡）』綾瀬市埋蔵文化財謁査報告



近世道状遣構の集成(1)

近世研究プロジェクトチーム

はじめに

本プロジェクトチームでは、今回から道状遺構の集成を行う。

近世の神奈川には、江戸と京都を結ぶ東海道のほか、矢倉沢往還、中原街道、甲小I‘i街道、八王子道、大山

道、鎌倉道、根府川道など多くの道路が存在した。

遺跡で発見される道路の多くは当時の人々が日常的に利用していたと思われる生活道路であるが、東海道

や大山道の一部と考えられる遺構が発見されるなど、道状遺構の調査事例は年々増えてきている。道状遺構

は、溝状の掘り込みと硬化面からなるものが主体を占めているが、規模は様々で、中には側溝と思われる溝

を伴うものや石を用いたものが存在する。また、特殊な構築方法が認められる場合もある。

発掘調査によって発見されるのは道路のほんの一部に過ぎず、そこから得られる情報は限られている。ま

た、遺物がほとんど出土せず、時期の特定が困難な事例も多いが、これまでに報告されている道状遺構を集

成し、規模や構築方法等について考えていきたい。

今年度は宮ヶ瀬遺跡群を取り上げることにする。

凡例

・遺構名は報告書の記載に基づく。

・縮尺は平面図がスペースに収まるような大きさに適宜変えているため、図ごとに示した。

・断面図は報告壽に複数記載されている例もあるが、 1遺構につき 1ヶ所のみを記載することにした。

資料
遺跡名 遺構名 文献名

No. 

1 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.3) 遺跡 Kl号道状還構 1996年 『宮ヶ瀬遺跡群vn』 かながわ考古学財団調査報告 9

2 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.5) 遺跡 Kl号道状遺構 1996年 『宮ヶ瀬遺跡群Vlll』 かながわ考古学財団調査報告10

3 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.7) 遺跡 K2号道状遺構 1997年 『宮ヶ瀬遺跡群XI』 かながわ考古学財団調査報告17

4 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.7) 遺跡 K3号道状遺構 1997年 『宮ヶ瀬遺跡群XI』 かながわ考古学財団調査報告17

5 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.6) 遺跡 Kl号道状遺構 1995年 『宮ヶ瀬遺跡群V』 かながわ考古学財団調査報告4

6 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.6) 遺跡 K2号道状遺構 1995年 『宮ヶ瀬遺跡群V』 かながわ考古学財団調査報告4

7 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.6) 遺跡 K3号道状遺構 1995年 『宮ヶ瀬遺跡群V』 かながわ考古学財団調査報告4

8 直ヶ瀬燐跡群表の兄敷 (No8) 阻跡 Kl号道状囮構 1997年 『喜ヶ瀬瑣跡群XIII』 かながわ考古学財団調査報告19

， 宮ヶ瀬潤跡群北原 (No.10) 農跡 1号遣状阻構 1997年 『宮ヶ瀬潤跡群仄ア』 かながわ考古学財団調査報告］5

10 宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.10) 選跡 K2号道状選構 j997年 『宮ヶ瀬選跡群IX』 かながわ考古学財団調査報告］5

l l 宮ヶ瀬選跡群北原 (No, )遺跡 号道状還構 1999年 『宮ヶ瀬遺跡群XVll』 かながわ考古学財団調査報告51

12 宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.9) 遺跡 K6号道状還構 1999年 『宮ヶ瀬遺跡群xvm』 かながわ考古学財団調査報告51

13 宮ヶ瀬選跡群北原 (No. ）追跡 7号道状選構 1999年 『宮ヶ瀬選跡群XVll』 かながわ考古学財団調査報告51

1 4 宮ヶ瀬造跡群北原 (Noん 9) 造跡 K8号道状追構 1999年 『宮ヶ瀬造跡群XVIII』 かながわ考古学財団調査報告51

宮ヶ瀬遠跡群北原 (No.9) 遺跡 9 10号道状追構 1999年 『宮ヶ瀬遺跡群rn1』 かながわ考古学財団調査報告51

16 宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.9) 遺跡 ll号道状選構 1999年 『宮ヶ瀬遺跡群xvm』 かながわ考古学財団調査報告51

宮ヶ瀬遺跡群巾原 (No令 13c)選跡 1号頭状遮構 1997年 『宮ヶ瀬遺跡肝x』 かながわ考古学財団調杏報告］6

18 宮ヶ瀬遺跡群巾原 (No.13e)遺跡 k 号頭状遺構 1997年 『宮ヶ瀬遺跡群x』 かながわ考占学財団調杏報告16
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資料No.I 1 I遺跡名 1 官ヶ瀬遺跡群馬場 (No.3) 資料No. 2 I遺跡名 1宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.5) 

所在地 1 清川村宮ヶ瀬 所在地 清川村宮ヶ瀬

遺構名 Kl号道状遺構 遺構名 Kl号道状遺構

道幅 1. 3m 道幅 1. Om 

年代 年代

備 考 I溝状に掘り込まれた道、硬化面4面、 17c
溝状に掘り込まれた道、複数の硬化面、

備考 最終硬化面と考えられる層に宝永スコリ
~19cの遺物出士

アを含む
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縮尺 I（平面図） 1/200、（断面図） 1/100 縮尺 1（平面図） 1/80、（断面図） 1/80
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資料No. 3
 

遺跡名 官ヶ瀬遺跡群馬場 (No.7) 資料No. 4
 

遺跡名 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.7) 

所在地 清川村宮ヶ瀬 所在地 清川村宮ヶ瀬

遺構名 K2号道状遺構 遺構名 K3号道状遺構

道 幅 0. 8~1. 2m 道 幅 2. 1~2. 9m 

年 代 年 代

備 考
南側に位僅する K3号道状遺構と接続す

る可能性あり
備 考

K3号道状遺構はK4号道状遺構埋没後

に構築されている (4号は中世）、硬化

面4面、 17c~l9cの遺物出上
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縮 尺 （平面図） 1/120、（断面図） 1/120 縮 尺 （平面図） 1/200、（断面図） 1/100
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資料No.I 5 I遺跡名 1 官ヶ瀬遺跡群馬場 (No.6) 資料No. 6 I遺跡名 1宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.6) 

所在地 1 清川村宮ヶ瀬 所在地 清川村宮ヶ瀬

遺構名 Kl号道状遺構 遺構名 K2号道状遺構

道幅 1. 4m以上 道幅 0. 6~0. Sm 

年代 18c前半以前には廃絶 年代

溝状に掘り込まれた道、 K3号道状遺構 ァ

備考 Iと繋がり K2号道状遺構と接続していた 1備考 I溝状に掘り込まれた道、遺構周辺から
と考えられる 16c後半～19cの遺物出士

'1 

＼ 

冒

ー／／／／／/777／ カ ウ プ77万笏咳勿

縮尺 I（平面図） 1/200、（断面図） 1/100 縮尺 1（平面図） 1/120、（断面図） 1/60
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資料No. 7 I遺跡名 1 宮ヶ瀬遺跡群馬場 (No.6) 資料No. I I宮ヶ瀬遺跡（群8 遺跡名 表の屋敷 No.8) 

所在地 清川村宮ヶ瀬 所在地 清川村宮ヶ瀬

遺構名 K3号道状遺構 遺構名 Kl号道状遺構

道幅 2.4m以上 道幅 2. 2m以上

年代 18c前半以前には廃絶 年代

備 考 I溝状に掘り込まれた道、硬化面 2面 備考 溝状に掘り込まれた道

ち

二

縮尺 I（平面図） 1/120、（断面図） 1/60 縮尺 1（平面図） 1/200、（断面図） 1/100
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資料No.

，
 

遺跡名 宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.10) 資料No. 10 遺跡名 宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.10)

所在地 清川村宮ヶ瀬 所在地 清川村宮ヶ瀬

遺構名 Kl号道状遺構 遺構名 K2号道状遺構

道 幅 0. 3~0. 36m 道 幅 0. 3~0. 84m 

年 代 年 代

備 考
硬化部分が周囲より 5~10cm盛り上がっ

ている
備 考 溝状に掘り込まれた道

十一1----

＼
 

>

ロこ／／

＝ 

縮 尺 （平面図） 1/80、（断面図） 1/80 縮 尺 （平面図） 1/120、（断面図） 1/120
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近世道状遺構の集成(1)

資料No. u I遺跡名 1 宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.9) 資料No. 12 I遺跡名 1宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.9)

所在地 清川村宮ヶ瀬 所在地 清川村宮ヶ瀬

遺構名 K5号道状遺構 遺構名 K6号道状遺構

道幅 0. 2~0. 45m 道幅 0. 25~0. 9m 

年代 年代

備考
地山のロームが硬化、硬化面に接する溝

備考
地山のロームが硬化、 K5号道状遺構と

あり 一連の道と考えられる

＼
 

外

： 
―- ----------= 

縮尺 1 （平面図） 1/60、（断面図） 1/60 縮尺 1（平面図） 1/60、（断面図） 1/60
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資料No.

所在地

遺構名

道幅

年代

備考

近世研究プロジェクトチーム

13 I遺跡名 1 宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.9) 資料No.

清川村宮ヶ瀬 所在地

K7号道状遺構 遺構名

0. 3~0. 75m 道幅

年代

溝状の掘り込みにローム混じりの土が盛
備考

られている

ち

二

14 I遺跡名 1宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.9)

清川村宮ヶ瀬

K8号道状遺構

0. 5m前後

側石を伴う 5段の石段、一帯から19c中半

代の遺物出土

／ 
／ 

ーロニ丁尺べ n_ 

三`ヘ-＼～ 

縮尺 1 （平面図） 1/60、（断面図） 1/60 縮尺 1（平面図） 1/60、（断面図） 1/60
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近世道状遺構の集成(1)

資料No.I 15 I遺跡名 I宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.9) I資料No.I 16 I遺跡名 I宮ヶ瀬遺跡群北原 (No.9)

所在地 I清川村宮ヶ瀬

遺構名 1 k9. 10号道状遺構

道幅 (9号） 1.5m、(lo号） 0.65~2. 3m 

所在地 1 清）1|村宮ヶ瀬

遺構名 Kll号道状遺構

年代
道□ニニ二
年代 18c前半以降

9号・ 10号とも溝状に掘り込まれた道、

備考 I9号は石を据えていた痕跡が認められて 1 溝状に掘り込まれた道、石像仏天にお参
おり石段の可能性が考えられる、 10号は 備 考 Iりするための道

側石を伴う石段、 17c代の遺物出士

匁

|
|
L
I
l
 

縮尺 1 （平面図） 1/60、（断面図） 1/60 縮尺 1（平面図） 1/60、（断面図） 1/60
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近世研究プロジェクトチーム

資料No. 17 I遺跡名 1宮ヶ瀬遺跡群中原 (No.13C) 資料No. 18 1遺跡名 1宮ヶ瀬遺跡群中原 (No」3C)

所在地 清川村宮ヶ瀬 所在地 清川村宮ヶ瀬

遺構名 Kl号道状遺構 遺構名 K2号道状遺構

道幅 lm前後 道幅 1. O~l. 5m 

年代 年代

備考
掘り込み複数の硬化面、 K2号道状遺構

備考
と直角に交差

＼
 

K2号道状遺構

一
Kl号道状遺構

縮尺 1 （平面図） 1/250、（断面図：資料No.17のみ） 1/80
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